
 

広報せんなん６月号の掲載記事で下記のとおり誤りがあり

ましたのでお詫びと訂正をいたします。 

 

１． ２１ページの「今月の健康診断・予防接種・その他（２

００３．６）」欄の（一番下の欄）の泉南市献血推進協

議会の電話番号に掲載誤りがありました。 

▼問合せ＝泉南市献血推進協議会（電話８２－７６１５） 

 

 

２．２２ページの「みんなでチェック！暮らしの安全」欄で

の消防本部のホームページアドレスに掲載誤りがあり

ました。 

誤り http://www.cuty.sennan.osaka.jp/~sensyou/ 

正解 http://www.city.sennan.osaka.jp/~sensyou/ 

 

 



シリーズ：「ふるさと歴史紀行」
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信達岡中の集落を遠くから眺める

と、こんもりとした軼森軻があるこ

とに気づきます。近づいてみるとそ

の軼森軻は実は大きな１本のクスノ

キであることがわかります。この木

が樹齢５００年とも８００年ともい

われる岡中鎮守社のクスなのです。

その大きさは高さ約３０ｍ、幹周

り約１２ｍ、枝が覆う地面の広

さは３００㎡を測る大樹

で、大阪府内でもトッ

プクラスの規模を誇

るクスノキといえ

るでしょう。

このことから

昭和４５年には

大阪府の「天然

記念物」に指定

され、平成元年

には「大阪みどり

の百選」にも選ば

れています。

一般にクスノキは関東南部以西か

ら四国、九州に自生して、台湾、中

国の南シナ海沿岸の暖地に分布する

常緑の高木で、神聖な木として神社

の境内によく植えられています。こ

の木には特異な芳香（ほうこう）が

ある精油（せいゆ）分を含んでいて、

この成分が害虫などに対して抵抗力

があるために、多くが巨木に生長し

ます。また、クスノキの葉は堅いた

めに、その擦れ合う音が雑音を打ち

消すことによって街の騒音を少なく

させる効果があるとされています。

数百年の間、岡中の地に生き続け、

人々によって大事に育まれてきたク

スノキ。その木の木陰に入ると無数

の葉のざわめき、そして静寂に包ま

れます。みなさんも新緑と大きな木

陰を求めて見学に行かれてはいかが

でしょうか？

岡中鎮守社のクス

～泉南のみどり・６～
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大阪府が堀河
ほり ご

ダム上流部（信達葛畑
しんだちつづらばた

地区）で整備を進めていた「里山の自然学校・

紀泉
きせ ん

わいわい村」が完成し、その開村式典が太田房江
おお た ふ さ え

大阪府知事、向井通彦
むかいみちひこ

泉南市長

や地元関係者らが出席して行われました。

同施設は、昭和２０年代頃の里山の風景を再現した体験型の宿泊施設で、ひと昔前

の農村の生活が体験でき、利用者がエネルギーを大量消費する現在の生活様式を見直

すきっかけをつかむことを重要なコンセプトの一つとしています。また、今後の山間

部活性化の拠点としても大いに期待が寄せられています。 （４月１９日）

祝・紀泉わいわい村が開村！
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盧私たちの川や海をきれいに

家庭からの生活排水が河川の汚れの原因の約８割を占

めています。生活排水の汚れは、私たちのちょっとした

心づかいで減らすことができます。

漓流し台の三角コーナーに水

切り袋をつけ、調理くずなど

が直接流れ出ないようにする。

滷食用油は使い切るか、紙な

どで拭き取るなどし、流さな

いようにする。

澆食器の汚れはゴムへら等で

取り除いてから洗う。

潺洗濯では洗剤を使いすぎな

いようにする。

潸浄化槽は年一回の法定検査

を必ず受ける。

盪大気を汚さないために

漓毎月２０日のノーマイカ

ーデーには、電車やバス等

の公共交通機関を利用する。

滷停車中のアイドリングを

しない。

澆自動車を買い換える際は、

低公害車や低排出ガス車を

選ぶ。

潺冷房は２８℃を、暖房は

２０℃を目安にする。

蘯その他環境を守るために

漓地球にやさしいエコ・マ

ーク付きの商品を使う。

環境を考える府民のつどいに参加しませんか環境を考える府民のつどいに参加しませんか
▼と　き＝６月１５日豸午後１時～５時
▼ところ＝大阪国際交流センター・大ホール、ギャラリー
（大阪市天王寺区上本町８－２－６）
▼内　容・第一部＝▽おおさか環境賞表彰式
▽大阪府環境保全基金寄付者感謝状贈呈式
▽受賞者代表による活動事例の発表※時間は午後１時～２
時１０分
▼内　容・第二部（グリーン購入シンポジウム）＝▽基調
講演「私のグリーン購入」。講師は市田ひろみさん（服飾評
論家）
▽グリーン購入について。解説は冨澤享子さん（グリーン
購入ネットワーク事務局）
▽パネルディスカッション「グリーン購入が創る持続可能
な社会」。コーディネーターは郡蔦孝さん（同志社大学経済
学部教授。パネリストは天野正彦さん（ダイキン工業譁常
務取締役堺製作所長）、河野裕史さん（イズミヤ譁常務取締
役営業本部長）、田口整司さん（譛日本環境協会理事・エコ

マーク事務局長）、藤浪晴子さん（譖大阪エイフボランタリ
ーネットワーク常務理事）、前田けい子さん（寝屋川市消費
者問題推進協議会会長）
▼同時開催＝環境配慮型商品の展示やグリーン購入をはじ
め、環境保全に取り組んでいる企業・団体の活動等を紹介
します
▼参加費＝無料
▼定　員＝１,０００人
▼申込み＝電話、ファクス、Ｅメール、ハガキのいずれか
で住所、氏名、電話番号を下記の申込先へお知らせくださ
い。
▼申込先・問合せ＝〒５４０－８５７０大阪市中央区大手
前２・大阪府循環型社会推進室環境活動推進グループ（薀
０６－６９４１－０３５１・内線３８８５／蕭０６－６９
４４－６７１１／E-mail : junkansuishin-g10@sbox.pref.
osaka.jp）

６月５日は「環境の日」です。国が平成５年に制定した環境基本法で、市民の皆さんが環境の保全について

の関心と理解を深め、積極的に環境の保全に関する活動を行う意欲を高めていただくために定められたもので

す。

今日の都市・生活型公害や地球環境問題に代表される課題を克服し、将来の世代に豊かな地球環境を引き継

いでいくためにも私たち一人ひとりが取り組めるライフスタイルを考えましょう。

▼問合せ＝環境整備課（内線２２８）

今月の主な内容

消防本部
水道部
清掃課
保健センター
市民体育館
文化ホール
図書館
青少年センター
人権ふれあいセンター
樽井公民館
新家公民館
信達公民館
西信達公民館
総合福祉センター
（あいぴあ泉南）
埋蔵文化財センター
（古代史博物館）

薀85－0119
薀82－6551
薀83－5875
薀82－7615
薀82－1000
薀82－7767
薀82－7766
薀84－3500
薀83－6447
薀83－4361
薀83－9314
薀83－9264
薀83－9270

薀85－0707

薀83－6789

記事中の問い合わせ
内線番号が書かれたものは、
市役所（薀83－0001）へ
その他については、下記へ
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□紀泉わいわい村開村 …1

□私たちのライフスタイル

を考えよう　　　…2～3

□情報ＢＯＸ　　　…4～9

□information（お知らせ）

…10～17

□人権コーナー …18～19

□健康コーナー …20～21

□まちかどスナップ

…22～23

□ふるさと歴史紀行　…24

泉南市の人口（４月末現在）
人口‥‥‥‥65,474人
男‥‥‥31,944人
女‥‥‥33,530人

世帯数‥‥23,272世帯

地球温暖化、水質の汚濁など、地球規

模の環境問題は、私たちの生活に身近で

かつ現実の問題とな

り、社会の関心も高

まる一方です。

小さなことかも知

れませんが、家庭で

行う省エネやリサイ

クル、また、水周り

でちょっとした工夫

や取り組みが環境の

悪化をくい止めるこ

とができるのです。

泉南市が平成１３

年度に創設した「泉

南市環境実践アイデ

ィア大賞」。第１、２

回には市民の方々か

らすばらしいアイデ

ィアが寄せられています。そして、この

たび第３回目となる環境実践アイディア

を次のとおり、広く市民の皆さまから募

集することとなりました。多くの方々か

らのご応募をお待ちしております。

▼応募資格＝市内在住、在勤者のアイデ

ィアに限る（個人、団体、法人は問いま

せん）

▼応募方法＝９月末日までに、ハガキま

たは封書に実践アイディア（様式は自由）

と住所、氏名（団体名、法人名）、電話

番号を記入の上、〒590－0592（住所不

要）泉南市役所環境整備課へ

▼表　彰＝個人、団体の部門別に▽アイ

ディア大賞（１人）▽優秀作（１人）▽

佳作（若干名）を11月頃に発表予定です。

▼その他＝優れた作品は、広報せんなん

で紹介する予定です。

▼問合せ＝環境整備課（内線３５８）

▼個人の部大賞・小栗さん（新家在住）
盧ライフスタイルの変化が深刻な環境を引
き起こしている現実に危惧をいだき、憂慮
しています。また、使い捨てにも資源のな
い日本では、皆が微力ですが実践している
ことを提案します。
盪バーベキューパーティで使用する使い捨
ての食器類の使用を泉南市が分別収集を開
始した時からやめました。
蘯食器洗い洗剤の使用量を最小限にするた
めに、10袍角カットウェスを汚れ取り用に
使います。スポンジは緩衝材として、箱に
入っている薄手のスポンジをカットして使
用し、果物等の保護ネットも代用します。
不織布の風呂敷（仕出し料理を包む）もカ
ットして使います。
盻住まいの洗剤（ガラスクリーナー、カビ
とり剤、漂白剤）は、こまめに掃除するこ
とで、使用料を最小限におさえています。
眈古タオルは洗車用ぞうきんに、使用後は
使い捨てウェスに、古シーツは30袍角にカ
ットして使い捨てウェスに、ふきんは油処

理用に使用して処分。
眇捨てるのにしのびない着物、洋服はバザ
ーの無料コーナー等にリサイクルに。
眄長く使用していないふとん、いたんだ毛
布、着物、洋服はリフォームしました。
（一部省略）
▼優秀作・松坂さん（信達市場在住）
地球環境を守るわが家の実践アイディア

として、冷蔵庫の節電方法等を紹介
▼佳作・杉山さん（男里在住）
日常生活のささやかな事から工夫（食器

洗いの時に水資源の保全に留意する工夫を
紹介）
▼佳作・大西さん（新家在住）
環境実践アイディアとして、季節ごとの

工夫によるアイディアを紹介
▼団体の部大賞・南大阪湾岸南部流域下水
道組合（りんくう南浜）
ヨソ行きではなく、普段着でできる行動

を！日常の事業活動の中での省エネルギー
などに環境に配慮した取り組みを紹介。

地球環境を守るための実践アイディアを募集します

昨年度受賞作品の主な内容昨年度受賞作品の主な内容

私たちのライフスタイルを考えよう！６月５日は環境の日

自然観察
植 林

リサイクル

調査活動

ごみ拾い・清掃

交
換
会
・
バ
ザ
ー



山
野
草
の
最
高
峰
、
う
ち
ょ
う
ら
ん

を
鑑
賞
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
六
月
十
四
日
貍
午
前
十
時
〜

午
後
五
時
、
六
月
十
五
日
豸
午
前
九
時

〜
午
後
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
新
家
公
民
館

▼
そ
の
他
＝
愛
好
家
の
方
で
出
展
を
希

望
さ
れ
る
方
は
新
家
公
民
館
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
新
家
公
民
館

（
薀
祟
９
３
１
４
）

▼
と
き
＝
六
月
十
四
日
貍
午
前
十
時
〜

午
後
五
時
、
六
月
十
五
日
豸
午
前
九
時

半
〜
午
後
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
信
達
公
民

館
・
多
目
的
ホ
ー
ル
▼
問
合
せ
＝
信
達

公
民
館
（
薀
祟
９
２
６
４
）

市
内
に
数
多
く
残
る
文
化
遺
産
を
古

代
史
博
物
館
の
職
員
と
一
緒
に
訪
ね
歩

き
ま
す
。

▼
と
き
＝
笊
六
月
十
四
日
貍
笆
六
月
二

十
一
日
貍
※
い
ず
れ
も
午
後
一
時
〜
四

時
※
一
方
が
雨
天
の
場
合
は
六
月
二
十

八
日
に
順
延
。
両
方
雨
天
の
場
合
は
六

月
二
十
八
日
貍
、
六
月
二
十
九
日
豸
に

順
延
▼
内
容
・
コ
ー
ス
＝
笊
男
里
川
流

域
の
文
化
遺
産
（
南
海
樽
井
駅
集
合
・

解
散
）
笆
海
会
寺
跡
と
熊
野
古
道
（
Ｊ

Ｒ
新
家
駅
集
合
、
和
泉
砂
川
駅
解
散
）

▼
定
員
＝
各
二
五
人
（
先
着
順
）
▼
参

加
費
＝
一
人
に
つ
き
五
〇
〇
円
（
保
険

代
）
▼
申
込
み
＝
直
接
古
代
史
博
物
館

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
※
笊
笆
両
方
へ
の

参
加
、
い
ず
れ
か
一
方
の
参
加
も
で
き

ま
す
▼
問
合
せ
＝
古
代
史
博
物
館

学
習
相
談
会
（
英
語
・
数
学
を
学
習

し
よ
う
）
に
参
加
す
る
中
学
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

▼
と
き
＝
六
月
十
八
日
貉
か
ら
平
成
十

六
年
三
月
の
毎
週
水
、
金
曜
日
の
午
後

六
時
〜
七
時
半
（
変
更
あ
り
）
▼
と
こ

ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
学
習
科
目
＝

英
語
・
数
学
▼
対
象
＝
市
内
の
中
学
生

▼
定
員
＝
各
科
目
五
人
（
多
数
の
場
合

は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
一
教
科
に
つ
き

一
〇
〇
八
円
（
教
材
費
）
▼
申
込
み
＝

六
月
十
三
日
貊
（
必
着
）
ま
で
に
、
往

復
ハ
ガ
キ
に
中
学
生
学
習
相
談
会
参
加

希
望
、
参
加
者
及
び
保
護
者
の
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
を

記
入
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
・

泉
南
市
樽
井
八
の
一
三
の
一
八
・
青
少

年
セ
ン
タ
ー
へ
▼
問
合
せ
＝
青
少
年
セ

ン
タ
ー

文
化
ホ
ー
ル
で
は
開
館
二
〇
周
年
を

記
念
し
て
、
映
画
鑑
賞
会
を
開
催
し
ま

す
。

▼
と
き
＝
六
月
二
十
一
日
貍
午
後
一
時

半
開
場
、
二
時
上
映
開
始
▼
と
こ
ろ
＝

文
化
ホ
ー
ル
（
全
席
自
由
）
▼
上
映
映

画
＝
初
恋
の
き
た
道
（
第
五
〇
回
ベ
ル

リ
ン
国
際
映
画
祭
銀
熊
賞
受
賞
作
品
）

▼
入
場
料
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
事
前
申

込
み
は
不
要
▼
問
合
せ
＝
文
化
ホ
ー
ル

▼
と
き
＝
笊
六
月
二
十
一
日
貍
笆
七
月

十
九
日
貍
※
時
間
は
午
前
十
時
四
十
五

分
〜
午
後
〇
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年

セ
ン
タ
ー
▼
内
容
＝
朗
読
の
基
礎
か
ら

▼
講
師
＝
石
川
楊
子

い
し
か
わ
よ
う
こ
さ
ん
（
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
、
朗
読
講
師
）
▼
対
象
＝
十
八
歳

以
上
の
方
で
、
こ
ど
も
に
本
な
ど
を
読

み
聞
か
せ
た
い
方
▼
定
員
＝
三
〇
人
▼

参
加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

青
少
年
セ
ン
タ
ー

友
だ
ち
や
親
子
で
よ
さ
こ
い
踊
り
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
六
月
二
十
一
日
貍
か
ら
平
成

十
六
年
三
月
の
毎
月
第
三
土
曜
日
午
後

一
時
半
〜
二
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年

セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
市
内
の
小
学
五
年

生
〜
中
学
三
年
生
及
び
そ
の
保
護
者
▼

定
員
＝
一
〇
人
▼
参
加
費
＝
五
〇
〇
円

（
保
険
代
）
▼
申
込
み
＝
六
月
十
三
日

貊
（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に

「
よ
さ
こ
い
踊
り
」
参
加
希
望
、
参
加

者
及
び
保
護
者
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

参
加
人
数
、
住
所
、
電
話
番
号
、
学
校

名
、
学
年
を
明
記
の
上
、
〒
五
九
〇
・

〇
五
二
一
泉
南
市
樽
井
八
の
一
三
の
一

八
・
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ
▼
問
合
せ
＝

青
少
年
セ
ン
タ
ー

最
新
の
研
究
成
果
を
も
と
に
、
第
一

線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
先
生
方
を
講
師

に
お
招
き
し
、
古
代
史
博
物
館
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
笊
七
月
六
日
豸
笆
七
月
十
三

日
豸
※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
一
時
〜

三
時
▼
と
こ
ろ
＝
古
代
史
博
物
館
▼
内

容
・
講
師
＝
笊
（
仮
題
）
せ
ん
な
ん
の

石

造

物

・

西
山
昌
孝

に
し
や
ま
ま
さ
た
か

さ

ん

（
千
早
赤
阪

ち
は
や
あ
か
さ
か

村
役
場
）
笆
（
仮
題
）
大

阪
府
の
天
然
記
念
物
・
芝
野
圭
之
助

し
ば
の
け
い
の
す
け

さ

ん
（
大
阪
府
立
狭
山
池

さ
や
ま
い
け

博
物
館
）
▼
定

員
＝
笊
笆
各
七
〇
人
（
先
着
順
）
▼
申

込
み
＝
直
接
古
代
史
博
物
館
へ
お
越
し

い
た
だ
く
か
、
お
電
話
・
電
子
メ
ー
ル

で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話

番
号
を
古
代
史
博
物
館
（
薀
祟
６
７
８

９

／

E
-m
ail

:
m
aibun@

city.sennan.osaka.
jp

）

へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
古

代
史
博
物
館
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文
化
ホ
ー
ル

映
画
鑑
賞
会

中
学
生
学
習
相
談
会

生
徒
を
募
集
し
ま
す

初
夏
の
山
野
草
展
示
会

を
開
催
し
ま
す

一
緒
に
歩
こ
う
！

せ
ん
な
ん
歴
史
探
訪

う
ち
ょ
う
ら
ん
展

を
開
催
し
ま
す

泉
南
楽
し
い
な
読
書
会

を
開
催
し
ま
す

樽井公民館・まちづくり市
民会議では、市民の皆さんに
ホタルのすばらしさを知って
もらおうと、ホタル観賞会を
開催します。ふるって、ご参
加ください。
▼と　き＝６月７日貍午後６
時半～９時半（小雨決行、雨
天中止）
▼ところ＝紀泉わいわい村

（堀河ダム
奥、駐車場
に限りがあ
ります）
▼参加費＝
無料です

▼内　容・第１部＝▽ニィハ
オ！コンサート▽演奏は十三
堂楽団・中国民族楽器▽合唱
は泉南市少年少女合唱団・昔
のうたを歌う会
▼内　容・第２部＝▽堀河川
のゲンジボタル観賞会▽解説
は田中正視

た な か ま さ み

さん（府立泉南高
校教諭・環境省自然公園指導
員）
▼申込み＝事前申込みは不要
です
▼携行品＝懐中電灯、虫除け
品
▼問合せ＝樽井公民館（薀祟
４３６１）

よ
さ
こ
い
踊
り
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

古
代
史
博
物
館
講
座

を
開
催
し
ま
す

▼
と
き
＝
六
月
四
日
貉
〜
二
十
八
日
貍

の
期
間
の
毎
週
▽
水
曜
日
は
午
後
五
時

〜
七
時
▽
金
曜
日
は
午
後
四
時
〜
六
時

▽
土
曜
日
は
午
前
十
時
〜
正
午
（
※
六

月
二
十
一
日
貍
は
あ
り
ま
せ
ん
）
▼
と

こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
市

内
の
小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
▼
定

員
＝
二
〇
人
▼
費
用
＝
無
料
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
使
用
す
る
日
に
青
少
年

セ
ン
タ
ー

小
さ
な
子
ど
も
が
い
る
今
だ
か
ら
こ

そ
で
き
る
遊
び
を
通
し
て
、
親
子
で
い

ろ
ん
な
お
友
だ
ち
と
ふ
れ
あ
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
笊
六
月
十
二
日
貅
笆
七
月
十

日
貅
の
各
午
前
十
時
〜
正
午
（
毎
月
第

二
木
曜
日
）
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館

▼
内
容
＝
笊
小
麦
粉
粘
土
で
遊
ぼ
う
笆

大
き
な
紙
に
お
絵
描
き
し
よ
う
▼
問
合

せ
＝
初
め
て
の
方
や
携
行
品
等
詳
細
に

つ
い
て
は
樽
井
公
民
館
（
薀
祟
４
３
６

１
／e-m

ail:tarui-k@
city.sennan.

osaka.jp
）

豊
か
な
言
葉
で
想
像
の
世
界
が
広
が

る
‥
図
書
館
で
は
軈
お
は
な
し
軋
を
通

し
て
、
楽
し
い
本
の
魅
力
を
子
ど
も
た

ち
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
お
父
さ
ん
・

お
母
さ
ん
も
一
緒
に
参
加
で
き
ま
す
。

▼
と
き
・
内
容
・
対
象
＝
六
月
十
四
日

貍
▽
小
さ
い
子
の
時
間
（
午
後
二
時
半

〜
三
時
で
四
歳
以
上
小
学
二
年
生
以

下
）
▽
大
き
い
子
の
時
間
（
午
後
三
時

〜
三
時
半
で
小
学
二
年
生
以
上
）
▼
と

こ
ろ
＝
図
書
館
二
階
視
聴
覚
室
▼
定

員
＝
各
回
先
着
四
〇
人
（
途
中
で
の
出

入
り
は
不
可
）
▼
費
用
＝
無
料
▼
そ
の

他
＝
第
一
、
三
土
曜
日
の
午
後
二
時
半

か
ら
三
十
分
程
度
、
同
場
所
に
お
い
て

紙
芝
居
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
拍
子
木
に
よ

る
紙
芝
居
が
あ
り
ま
す
（
〇
歳
か
ら
入

場
可
。
申
込
み
は
不
要
）
▼
問
合
せ
＝

図
書
館

野
鳥
の
観
察
を
通
し
て
、
自
然
を
体

感
し
、
大
切
さ
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
笊
六
月
十
四
日
貍
笆
七
月
十

二
日
貍
午
前
九
時
〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝

市
内
の
野
鳥
観
察
ス
ポ
ッ
ト
▼
対
象

者
＝
市
内
の
小
・
中
学
生
▼
募
集
人

員
＝
三
〇
人
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会
で
は
、
青
少
年
の
森
の

ア
ル
バ
イ
ト
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
雇
用
期
間
＝
六
月
下
旬
か
ら
九
月
上

旬
頃
ま
で
▼
勤
務
時
間
＝
午
前
九
時
〜

午
後
五
時
※
宿
泊
の
場
合
あ
り
▼
賃

金
＝
八
一
〇
円
（
時
間
給
）
▼
職
務
内

容
＝
青
少
年
の
森
の
管
理
運
営
、
野
外

活
動
等
の
指
導
▼
資
格
＝
十
八
歳
〜
三

十
歳
ま
で
の
野
外
作
業
・
活
動
の
で
き

る
健
康
な
方
▼
募
集
人
員
＝
五
人
▼
申

込
み
＝
六
月
六
日
貊
〜
六
月
十
三
日
貊

（
土
日
祝
日
除
く
）
に
履
歴
書
を
持
参

の
上
、
本
人
が
直
接
生
涯
学
習
課
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
※
申
込
み
時
に
面

接
を
行
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
お
越
し

に
な
る
時
間
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
▼
問

合
せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
二
五
二
）

保
育
所
や
幼
稚
園
に
通
っ
て
い
な
い

方
、
親
子
で
保
育
所
に
遊
び
に
き
ま
せ

ん
か
。

▼
保
育
所
名
・
開
放
日
・
連
絡
先
＝
笊

信
達
保
育
所
・
六
月
十
日
貂
（
薀
祟
４

６
４
２
）
笆
樽
井
保
育
所
・
六
月
十
日

貂
（
薀
祗
０
０
７
４
）
笳
浜
保
育
所
・

六
月
十
七
日
貂
（
薀
祚
２
６
６
０
）
笘

鳴
滝
第
一
保
育
所
・
六
月
十
七
日
貂

（
薀
祟
４
０
４
１
）
笙
ち
び
っ
こ
広
場

（
鳴
滝
第
二
保
育
所
内
の
遊
戯
室
、
所

庭
）
・
六
月
十
一
日
貉
、
六
月
二
十
五

日
貉
（
薀
祚
３
３
７
１
）
▼
開
放
時

間
＝
笊
笳
笙
は
午
前
十
時
〜
十
一
時
半

笆
笘
は
午
前
九
時
半
〜
十
一
時
▼
問
合

せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内
線
二
八
一
）
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親
子
で
卓
球
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か

親
と
子
の
広
場
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

保
育
所
で

遊
び
ま
せ
ん
か

毎
月
第
２
土
曜
日
は

お
は
な
し
ひ
ろ
ば
へ

野
鳥
観
察
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

青
少
年
の
森
の
ア
ル
バ

イ
ト
員
を
募
集
し
ま
す

市役所　
図書館　　
市民体育館　　
樽井公民館　　
文化ホール　　
古代史博物館
青少年センター

薀83－0001
薀82－7766
薀82－1000
薀83－4361
薀82－7767
薀83－6789
薀84－3500

市立青少年の森は、青少年が
自然に親しみ、たくましい身体
と強い精神を養い、規律ある共
同生活を通して、友愛・協調・
連帯などの必要性を学習するキ
ャンプ場です。
▼開設期間＝７
月４日貊～８月
31日豸（但し、
休場日あり）
▼利用料金＝次
表のとおり
▼利用申込み＝
６月10日貂から
申込み用紙に使

用料を添えて、使用日の３日前
（土日祝日除く）までに生涯学習
課へ（要印鑑）
▼問合せ＝生涯学習課（内線
252）



手
話
の
体
験
や
聴
力
障
害
者
と
の
交

流
な
ど
の
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
七
月
十
日
貅
、
七
月
十
七
日

貅
、
七
月
二
十
四
日
貅
、
七
月
三
十
一

日
貅
、
八
月
七
日
貅
、
八
月
二
十
一
日

貅
、
八
月
二
十
八
日
貅
※
時
間
は
す
べ

て
午
後
七
時
〜
九
時
（
全
七
回
）
▼
と

こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
十

二
歳
か
ら
二
十
五
歳
ま
で
の
青
少
年
▼

定
員
＝
二
十
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
六
月
二

十
七
日
貊
（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
ハ

ガ
キ
に
参
加
者
の
氏
名
、
住
所
、
電
話

番
号
、
中
学
生
は
学
校
名
を
明
記
の
上
、

〒
五
九
〇
・
〇
五
九
二
（
住
所
不
要
）

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
へ
▼
問
合

せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
二
一
七
）

障
害
者
の
方
を
講
師
に
お
招
き
し
、

絵
画
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
六
月
二
十
八
日
貍
午
前
十
時

〜
十
一
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン

タ
ー
▼
内
容
＝
講
演
と
絵
画
の
指
導
▼

講
師
＝
石
橋
亨
弘

い
し
ば
し
と
し
ひ
ろさ
ん
（
口
筆
画
家
）

▼
対
象
＝
小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

▼
定
員
＝
二
〇
人
▼
申
込
み
＝
六
月
二

十
三
日
豺
（
必
着
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ

キ
に
、
絵
画
教
室
参
加
希
望
、
参
加

者
・
保
護
者
の
氏
名
、
住
所
、
電
話
番

号
、
学
校
名
、
学
年
を
明
記
の
上
、
〒

五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉
南
市
樽
井
八
の

一
三
の
一
八
・
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ
▼

問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

演
劇
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
な
ど
に
興
味

の
あ
る
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
毎
週
土
曜
日
の
午
前
中
（
予

定
）
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館
▼
内

容
＝
創
作
の
演
劇
を
皆
さ
ん
で
作
り
上

げ
て
い
き
ま
す
※
こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
・
オ
ズ
の
魔
法
使
い
を
練
習
中
▼
対

象
＝
年
齢
や
経
験
は
問
わ
な
い
▼
定

員
＝
三
〇
人
程
度
▼
参
加
費
＝
無
料
※

発
表
会
等
で
使
用
す
る
衣
装
、
メ
イ
ク

等
の
実
費
負
担
あ
り
▼
申
込
み
＝
六
月

二
十
八
日
貍
（
必
着
）
ま
で
に
往
復
ハ

ガ
キ
に
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
年

齢
、
演
劇
講
座
受
講
希
望
と
明
記
の
上
、

〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉
南
市
樽
井
六

の
一
一
の
一
六
・
樽
井
公
民
館
演
劇
講

座
係
へ
▼
問
合
せ
＝
樽
井
公
民
館

譖
大
阪
府
建
築
士
会
・
建
築
士
の
会

「
い
ず
み
野
」
で
は
、
七
月
一
日
（
建

築
士
の
日
）
の
記
念
事
業
と
し
て
、
建

築
展
や
住
宅
相
談
、
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
を

テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
六
月
二
十
八
日
貍
午
前
十
時

〜
午
後
四
時
（
雨
天
決
行
）
▼
と
こ

ろ
＝
自
泉
会
館
（
岸
和
田
市
岸
城
町
五

番
一
〇
号
・
府
立
岸
和
田
高
校
北
側
）

▼
内
容
＝
▽
建
築
展
と
住
宅
相
談
▽
講

演
会
（
午
後
二
時
〜
三
時
半
）
▼
参
加

費
＝
無
料
※
講
演
会
参
加
の
場
合
は
資

料
代
と
し
て
五
〇
〇
円
が
必
要
で
す
▼

問
合
せ
＝
▽
譖
大
阪
府
建
築
士
会
（
薀

０
６
・
６
９
４
７
・
１
９
６
１
）
▽
都

市
計
画
課
（
内
線
五
六
八
）

市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
手
作
り
の
作

品
展
示
会
・
第
十
二
回
泉
南
ア
ー
ト
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
七
月
二
十
五
日
貊
〜
七
月
二

十
七
日
豸
の
各
日
午
前
十
時
〜
午
後
四

時
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル
展
示
室
▼

応
募
資
格
＝
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学

の
人
（
中
学
生
以
下
は
除
く
）
▼
募
集

部
門
＝
写
真
、
書
道
、
人
形
、
手
芸
、

ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
（
応
募
作
品
は
一
人

一
部
門
に
つ
き
一
点
で
、
自
作
・
未
発

表
の
も
の
に
限
る
）
▼
申
込
み
＝
六
月

十
一
日
貉
〜
六
月
二
十
九
日
豸
（
月
曜

日
は
除
く
）
の
各
日
午
前
十
時
〜
午
後

五
時
に
文
化
ホ
ー
ル
（
図
書
館
二
階
事

務
所
）
へ
▼
問
合
せ
＝
文
化
ホ
ー
ル

大
阪
タ
オ
ル
工
業
組
合
で
は
、
泉
州

地
域
の
地
場
産
業
で
あ
る
タ
オ
ル
製
造

業
の
活
性
化
及
び
地
域
住
民
へ
の
還
元

と
交
流
を
目
的
に
第
五
回
タ
オ
ル
バ
ザ

ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
六
月
二
十
二
日
豸
午
前
九
時

〜
午
後
三
時
▼
と
こ
ろ
＝
泉
佐
野
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
前
特
設
会
場
（
南
海
泉
佐
野

駅
下
車
徒
歩
三
分
）
▼
内
容
＝
メ
ー
カ

ー
に
よ
る
タ
オ
ル
の
即
売
▼
そ
の
他
＝

抽
選
会
も
あ
り
ま
す
▼
問
合
せ
＝
地
域

振
興
課
（
内
線
五
八
三
）

7

ふ
れ
あ
い
絵
画
教
室

を
開
催
し
ま
す

演
劇
講
座
の
受
講
生

を
募
集
し
ま
す

楽
し
く
手
話
を

体
験
し
ま
せ
ん
か

つばさのまちフェスタ実行委員会では、ビーチサッカ
ーＩＮサザンビーチを開催します。昨年参加した方
はもちろん、初めての人も、気の合う仲間と
真夏のサザンビーチでビーチサッカーをエ
ンジョイしませんか。
▼と　き＝笊７月５日貍▽一般の部（１
次予選）
笆７月６日豸▽一般の部（２次予選・
決勝）▽女子の部（予選・決勝）▽小
学１～４年生の部、小学５・６年生の部、
中学生の部（予選・決勝）
▼ところ＝泉南市サザンビーチ（りんくう
南浜海水浴場）
▼定　員＝▽小学１～４年生の部、小学５・６年
生の部、中学生の部は各12チーム▽女子の部（高校生以
上）は24チーム▽一般の部（高校生以上）は288チーム。
※１チーム４人（ゴールキーパーなし）で登録は８人ま
で

▼参加費＝１チームにつき▽小中学生の部は5,000円▽
女子の部は10,000円▽一般の部は10,000円

▼注　意＝出場者はチーム単位のユニホーム、
同色のシャツを着用してください。
▼申込み＝次の笊蜚笆の手順でお申し込
みください。
笊下記の事務局宛に申込書を請求して
ください笆参加申込書に必要事項を記
入の上、参加費（現金書留）と共に、
下記事務局へ郵送ください。
▼申込書の請求・申込み先＝サンケイス
ポーツ「ビーチサッカーinサザンビーチ事

務局」（〒530－8274大阪市北区梅田2－4－
9／薀06－6343－3564／蕭06－6343－4901）※先

着順でチームエントリーを行います。
▼申込み期限＝６月16日豺（必着）
▼問合せ＝つばさのまちフェスタビーチサッカーＩＮサ
ザンビーチ事務局（薀06－6343－3564）

建
築
士
の
日

記
念
イ
ベ
ン
ト

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

出
展
者
を
募
集
し
ま
す

タ
オ
ル
バ
ザ
ー
ル
を

開
催
し
ま
す

6

▼
と
き
＝
笊
六
月
二
十
一
日
貍
笆
七
月

二
日
貉
※
笊
は
午
前
十
時
〜
十
時
四
十

分
笆
は
午
後
四
時
〜
四
時
半
▼
と
こ

ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
＝
お
話

や
紙
芝
居
な
ど
の
楽
し
い
読
み
聞
か
せ

会
で
す
▼
対
象
＝
小
学
生
以
下
の
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者
▼
参
加
費
＝
無
料
▼

定
員
＝
五
〇
人
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

青
少
年
セ
ン
タ
ー

障
害
者
の
方
と
青
少
年
の
交
流
作
品

展
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
作
品
展
に

展
示
い
た
だ
く
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
六
月
二
十
一
日
貍
〜
六
月
二

十
八
日
貍
の
各
日
午
前
九
時
半
〜
午
後

四
時
※
日
曜
日
は
除
く
▼
と
こ
ろ
＝
青

少
年
セ
ン
タ
ー
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
募

集
作
品
＝
絵
画
、
工
芸
、
書
道
他
※
出

展
を
希
望
す
る
方
は
六
月
二
十
日
貊
ま

で
に
、
直
接
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ
ご
持

参
く
だ
さ
い
▼
そ
の
他
＝
作
品
は
セ
ン

タ
ー
内
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
に
展
示
し

ま
す
▼
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

泉
南
市
体
育
指
導
委
員
協
議
会
で

は
、
親
と
子
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
六
月
二
十
一
日
貍
午
前
九
時

開
会
（
雨
天
中
止
）
▼
と
こ
ろ
＝
俵
池

グ
ラ
ウ
ン
ド
▼
定
員
＝
親
子
で
五
十
組

▼
参
加
費
＝
無
料
▼
試
合
方
法
＝
親
子

ペ
ア
マ
ッ
チ
で
ゲ
ー
ム
は
二
ラ
ウ
ン
ド

（
一
六
ホ
ー
ル
の
総
打
数
で
勝
敗
を
決

定
）
※
日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

ル
ー
ル
▼
表
彰
＝
優
勝
、
二
位
、
三
位
、

ブ
ー
ビ
ー
賞
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
、

と
び
賞
、
参
加
賞
▼
申
込
み
＝
六
月
一

日
豸
〜
六
月
十
五
日
豸
（
但
し
、
月
曜

午
後
、
火
曜
日
は
除
く
）
に
直
接
市
民

体
育
館
へ
（
各
日
午
前
九
時
〜
午
後
五

時
）
▼
問
合
せ
＝
市
民
体
育
館

海
水
浴
場
管
理
会
で
は
、
サ
ザ
ン
ビ

ー
チ
の
ア
ル
バ
イ
ト
監
視
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

▼
雇
用
期
間
＝
七
月
一
日
貂
〜
八
月
三

十
一
日
豸
▼
勤
務
時
間
＝
午
前
八
時
半

〜
午
後
五
時
（
日
曜
日
・
祝
日
は
午
前

八
時
〜
午
後
六
時
）
▼
対
象
＝
十
八
歳

以
上
の
水
泳
の
で
き
る
方
（
高
校
生
は

不
可
）
▼
募
集
人
員
＝
二
十
人
程
度
▼

賃
金
（
時
給
）
＝
八
〇
〇
円
〜
一
〇
〇

〇
円
▼
申
込
み
＝
六
月
二
日
豺
〜
六
月

十
日
貂
の
各
日
午
前
九
時
〜
午
後
四
時

（
土
、
日
曜
日
は
除
く
）
に
履
歴
書
を

持
参
の
上
、
樽
井
漁
業
協
同
組
合
事
務

所
（
り
ん
く
う
南
浜
）
へ
▼
面
接
日
＝

六
月
十
五
日
豸
午
前
十
時
〜
※
時
間
厳

守
▼
面
接
場
所
＝
樽
井
漁
業
協
同
組
合

会
議
室
▼
問
合
せ
＝
樽
井
漁
業
協
同
組

合
（
薀
祟
５
５
１
９
）

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
六
月
二
十
一
日
貍
、
六
月
二

十
八
日
貍
、
七
月
五
日
貍
の
午
後
一
時

半
〜
三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン

タ
ー
▼
対
象
＝
市
内
の
小
学
五
年
〜
中

学
三
年
生
▼
定
員
＝
二
〇
人
（
多
数
の

場
合
は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
一
〇
〇
円

▼
申
込
み
＝
六
月
十
三
日
貊
（
必
着
）

ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
パ
ソ
コ
ン
教

室
参
加
希
望
、
参
加
者
及
び
保
護
者
の

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、

学
年
を
記
入
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五

二
一
泉
南
市
樽
井
八
の
一
三
の
一
八
・

泉
南
市
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ
▼
問
合

せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
森
の

保
全
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
六
月
二
十
一
日
貍
午
前
十
時

半
〜
午
後
三
時
（
雨
天
中
止
）
▼
と
こ

ろ
＝
泉
南
市
堀
河
（
堀
河
の
森
、
紀
泉

わ
い
わ
い
村
）
▼
活
動
内
容
＝
森
林
の

整
備
（
除
伐
・
草
刈
り
）
▼
集
合
＝
紀

泉
わ
い
わ
い
村
駐
車
場
▼
参
加
費
＝
無

料
▼
携
行
品
＝
弁
当
、
水
筒
、
雨
具
、

作
業
の
で
き
る
服
装
、
軍
手
な
ど
▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
電
子
メ
ー
ル
、
電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
譛
大
阪
み
ど
り
の

ト
ラ
ス
ト
協
会
（E-m

ail
:m
idori@

ogtrust.jp

／
薀
０
６
・
６
２
６
０
・

３
５
８
０
／
蕭
０
６
・
６
２
６
０
・
３

５
８
１
）

▼
資
格
＝
昭
和
五
十
八
年
四
月
二
日
〜

昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
に
生
ま
れ
た

方
▼
試
験
の
程
度
＝
高
校
卒
業
程
度
▼

申
込
み
期
間
＝
七
月
一
日
貂
〜
七
月
八

日
貂
（
当
日
消
印
有
効
）
▼
申
込
書
の

請
求
先
＝
泉
佐
野
税
務
署
、
大
阪
国
税

局
人
事
第
二
課
、
人
事
院
近
畿
事
務
局

▼
申
込
先
＝
人
事
院
近
畿
事
務
局
（
〒

五
五
三
・
八
五
一
三
大
阪
市
福
島
区
福

島
一
の
一
の
六
〇
）
▼
試
験
日
＝
▽
一

次
試
験
（
教
養
試
験
・
適
性
試
験
・
作

文
試
験
）
は
九
月
七
日
豸
▼
問
合
せ
＝

泉
佐
野
税
務
署
（
薀
磆
３
４
７
１
）

堀
河
の
森
保
全
活
動

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

税
務
職
員
（
国
家
公
務
員

蠱
種
）
を
募
集
し
ま
す

真
夏
の
サ
ザ
ン
ビ
ー
チ

で
働
い
て
み
ま
せ
ん
か

ふ
れ
あ
い
交
流
作
品
展

を
開
催
し
ま
す

親
子
で
楽
し
も
う
！

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

パ
ソ
コ
ン
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

関西国際空港に離発着する飛行機
を眺めながら海水浴がたのしめるサ
ザンビーチが７月１日貂にオープン
します。
昨年も花火大会やビーチサッカー

大会など様々なイベントが行われ、
10万人を超える海水浴客でにぎわい
ました。今年もサザンビーチは2,500
台駐車可能な大駐車場をはじめ、売
店、更衣室、シャワー室、水洗トイ
レなどの施設を用意して、皆さまの
お越しをお待ちしています。
▼開設期間＝７月１日貂～８月31日
豸

▼開設時間＝▽平
日は午前９時～
午後５時▽土日
祝日は午前８時
30分～午後６時
▼駐車料金＝▽自
二車・原付（200円）
▽軽・普通自動車（1,200円）▽大型
車（3,000円）
▼更衣室・シャワー室料金（兼

用）＝▽大人（400円）▽子供（200
円）
▼問合せ＝樽井漁業組合（薀祟５５
１９）

読
み
聞
か
せ
の
会
を

開
催
し
ま
す
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盧パッチワーククラブ
みんなで仲良くパッチワークを作成し

ています。
▼とき＝毎月第２、４火曜日の午前10
時～正午▼ところ＝あいぴあ泉南▼対
象＝市内在住の60歳以上の方または18
歳以上の障害者手帳をお持ちの方▼代表
者＝永野邦子

な が の く に こ

さん▼
会費＝2,000円（月額）
▼会員数＝７人（定
員なし）▼携行品＝
裁縫道具、長めのも
のさし、厚紙
盪ピアノクラブ「悠々塾」
キーボードを使ってのグループレッス

ンで、皆が知っている曲を選んで練習し
ています。音楽を楽しみながら指先を使
うことにより、脳の活性化も図れます。
▼とき＝毎月第１、３水曜日の午前10
時～正午▼ところ＝あいぴあ泉南▼対
象＝市内在住の60歳以上の方または18
歳以上の障害者手帳をお持ちの方▼代表
者＝肥田忠輝

ひ だ た だ て る

さん▼会費＝2,500円（キ
ーボードレンタル料等）▼会員数＝９人
（定員なし）▼携行品＝筆記用具
蘯フォークダンスクラブ「高齢者健康対
策フォークダンス同好会」
楽しい音楽に合わせて踊っています。

手と手をつなぎ、笑顔になるとすっかり
若返ります。
▼とき＝毎月第１、３火曜日の午後１時
半～３時半▼ところ＝あいぴあ泉南▼対
象＝市内在住の60歳以上の方または18
歳以上の障害者手帳をお持ちの方▼代表
者＝西里竹子

にしざとたけこ

さん▼会費＝1,000円（３
か月分）▼会員数＝53人（定員なし）
▼携行品＝動きやすい服装でお越しくだ
さい
盻フロアバレークラブ
毎月１回フロアバレーを健常者の方と

楽しんでいます。６月13日には大阪府
大会に出場します。

▼とき＝毎月第３金曜日（変
更あり）の午後１時～４時▼
ところ＝市民体育館▼対象＝
市内在住の視覚障害者の方で
盲人バレーに興味のある方、
ボランティアでご協力いただ
ける方（いずれも経験の有無
は問いません）▼代表者＝
平林昭子
ひらばやしあきこ

さん▼会費＝無料で
す▼会員数＝視覚障害者３人、
ボランティア４～５人▼携行
品＝動きやすい服装でお越し
ください
眈英会話クラブ
海外旅行も夢ではない‥と、

みんなレッスンの日を楽しみにしていま
す。Ａ、Ｂ、Ｃから学びます。自信のあ
る方もない方もご参加ください。
▼とき＝毎月第１、３木曜日の午後１時
半～３時▼ところ＝あいぴあ泉南▼対
象＝市内在住の60歳以上の方または18
歳以上の障害者手帳をお持ちの方▼代表
者＝藤本徹

ふじもととおる

さん▼会費＝2,000円（月額）
▼会員数＝10人（定員なし）▼携行
品＝筆記用具
眇絵手紙クラブ
宮脇泰彦
みやわきやすひこ

先生を講師にお招きし、季節
の草花や身近にあるものを画材にしなが
ら、楽しく学んでいます。描くことの楽
しさとハガキを出すことの喜びが広がり
ます。50円切手は日本全国どこへでも
あなたの思いを届けてくれます。
▼とき＝毎月第２、４月曜日の午後１時
半～３時半▼ところ＝あいぴあ泉南▼対
象＝市内在住の60歳以上の方または18
歳以上の障害者手帳をお持ちの方▼代表
者＝後藤明美

ご と う あ け み

さん▼会費＝1,000円（月
額）▼会員数＝18人（定員なし）▼携
行品＝小筆２本、硯、墨
眄書道クラブ
好きこそものの上手なれ。悪筆歓迎い

たします。

▼とき＝毎月第１、３木曜日の午前10
時～正午▼ところ＝あいぴあ泉南▼対
象＝市内在住の60歳以上の方または18
歳以上の障害者手帳をお持ちの方▼代表
者＝楢崎

ならさき

きさ子さん▼会費＝1,000円
（月額）▼会員数＝15人（定員なし）▼
携行品＝書道道具
眩水墨画クラブ「二・四木会」
墨の濃淡により、季節の花や風景等を

描きます。最初は運筆の基本と描き方の
技法を習得します。基本を身につけた後、
自分の個性を表現していきます。
▼とき＝毎月第２、４木曜日の午前10
時～正午▼ところ＝あいぴあ泉南▼対
象＝市内在住の60歳以上の方または18
歳以上の障害者手帳をお持ちの方▼代表
者＝古谷義信

ふるやよしのぶ

さん▼会費＝1,200円（月
額）▼会員数＝15人（定員なし）
眤編み物クラブ「あみあみクラブ」
和気あいあいとした雰囲気の中、80

歳のおばあちゃんも頑張っています。
▼とき＝毎月第１、２、４火曜日の午前
10時～正午▼ところ＝あいぴあ泉南▼
対象＝市内在住の60歳以上の方または
18歳以上の障害者手帳をお持ちの方▼
代表者＝久世笑子

く せ し ょ う こ

さん▼会費＝2,000円
（月額）▼会員数＝10人（定員なし）▼
携行品＝棒針、鈎針等の編み物の道具

あいぴあ泉南から市民の皆さまへ、お知らせやご案
内するあいぴあインフォメーションを年に数回掲載し
ます。今月号は、あいぴあ泉南で開催された講座を修
了された皆さんによるクラブ活動をご紹介します。

また、あいぴあ泉南のホームページ（http//:www.
city.sennan.osaka.jp/̃aipia/）も一度ご覧ください。
▼問合せ＝あいぴあ泉南（薀祕０７０７／蕭祕０９０
９／Ｅmail：aipia@city.sennan.osaka.jp）

8

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
健
康
づ
く
り
・
体

力
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
六
月
二
十
二
日
豸
午
前
十
時

〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
市
民
体
育
館
▼
対

象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
十
八
歳
以
上

の
方
▼
定
員
＝
五
〇
人
（
先
着
順
）
▼

参
加
費
＝
無
料
▼
内
容
＝
講
義
・
実
習

▼
携
行
品
＝
筆
記
用
具
、
タ
オ
ル
、
上

靴
▼
申
込
み
＝
六
月
十
五
日
豸
〜
二
十

一
日
貍
の
各
日
午
前
九
時
〜
午
後
五
時

（
月
曜
午
後
、
火
曜
日
は
休
館
）
に
、

体
育
館
に
設
置
し
て
い
る
用
紙
へ
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
写
真
一
枚
（
三

詢
×
二
・
五
詢
）
を
添
え
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
▼
そ
の
他
＝
▽
講
習
を
終

了
さ
れ
た
方
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
使

用
許
可
証
を
発
行
し
ま
す
▽
許
可
証
を

お
持
ち
の
方
は
、
所
定
の
料
金
で
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
室
が
使
用
で
き
ま
す
（
許
可

証
が
な
け
れ
ば
使
用
で
き
ま
せ
ん
）
▽

許
可
証
を
お
持
ち
の
方
で
許
可
証
の
有

効
期
限
が
切
れ
て
い
る
方
は
更
新
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
（
有
効
期
限
が

六
か
月
以
上
経
過
す
る
と
更
新
で
き
ま

せ
ん
）
▼
問
合
せ
＝
市
民
体
育
館

汐
見
稔
幸

し
お
み
と
し
ゆ
き

さ
ん
（
東
京
大
学
教
授
）

を
講
師
に
お
招
き
し
て
開
催
し
た
「
子

育
て
を
考
え
る
つ
ど
い
」
の
記
録
ビ
デ

オ
の
貸
出
を
実
施
し
ま
す
。

▼
貸
出
期
間
＝
お
一
人
に
つ
き
二
週
間

以
内
▼
貸
出
方
法
＝
樽
井
公
民
館
で
直

接
受
渡
し
ま
す
▼
費
用
＝
無
料
。
但
し
、

郵
送
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
郵
送
料
は

自
己
負
担
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
電

話
、
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
樽
井

公
民
館
（
薀
祟
４
３
６
１
／
蕭
祟
４
３

８
０
／e-m

ail
:
tarui-k@

city.sen
nan.osaka.jp

）

清
新
な
響
き
、
多
彩
な
表
現
力
が
国

内
外
で
称
賛
さ
れ
て
い
る
大
阪
セ
ン
チ

ュ
リ
ー
交
響
楽
団
に
よ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク

コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

▼
と
き
＝
七
月
十
三
日
豸
午
後
五
時
開

演
▼
と
こ
ろ
＝
田
尻
町
立
公
民
館
（
南

海
線
・
吉
見
ノ
里
駅
下
車
徒
歩
十
分
）

▼
内
容
＝
大
阪
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
交
響
楽

団
室
内
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
よ
る
ク
ラ
シ

ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
▼
入
場
料
＝
無
料
▼

定
員
＝
一
五
〇
組
で
三
〇
〇
人
（
多
数

の
場
合
は
抽
選
）
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
六
月
三
十
日
豺
（
必
着
）
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
〒
五
三
〇
・

八
二
七
六
（
住
所
不
要
）
・
産
経
新
聞

社
事
業
局
内
・
つ
ば
さ
の
ま
ち
フ
ェ
ス

タ
コ
ン
サ
ー
ト
係
へ
※
当
選
ハ
ガ
キ
一

枚
で
二
人
ま
で
入
場
で
き
ま
す
▼
そ
の

他
＝
当
日
会
場
で
は
、
恵
ま
れ
な
い
子

ど
も
た
ち
の
た
め
の
基
金
を
募
り
ま
す

▼
問
合
せ
＝
つ
ば
さ
の
ま
ち
フ
ェ
ス
タ

事
務
局
（
薀
０
６
・
６
３
４
３
・
４
９

２
２
）

子
育
て
を
考
え
る
つ
ど
い

記
録
ビ
デ
オ
を
貸
し
出
し
ま
す

つ
ば
さ
の
ま
ち
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
３

Ｔ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

子どもは２歳になると行動範囲が
広がり、他の子どもとのかかわりを
少しずつ求めるようになります。子
どもの年齢に合わせた遊びを楽しみ
ながら親子で楽しく友だちづくりを
しませんか。
▼と　き＝７月２日貉、７月10日貅、
７月17日貅、７月24日貅
※時間はすべて午前10時～11時30
分
▼ところ＝子育て支援センター・ひ
だまり（鳴滝第２保育所内）
▼対　象＝平成12年４月２日～平成
13年４月１日に生まれた子どもとそ
の保護者
▼内　容＝ふれあい遊び、リトミッ

ク、小麦粉粘
土、泥んこ遊
び、プール遊
び、身体計測、
おやつの時間
など
▼参加費＝無
料※おやつ代

は各自負担
▼定　員＝15組（多数の場合は抽選
します）
▼申込み・問合せ＝６月17日貂まで
に、お電話で子育て支援センター・
ひだまり（薀祚３３７１）

妊婦の時から友だちづくりをしま
せんか。生後３か月までの一番しん
どい時期も友だちと一緒なら乗り越
えられるよ！
▼と　き＝７月４日貊、７月11日貊、
７月18日貊、７月25日貊
※時間はすべて午前10時～11時30
分
▼ところ＝子育て支援センター・ひ
だまり（鳴滝第２保育所内）
▼対　象＝妊婦さん※なるべく妊娠
５か月以降の安定期の方
▼内　容＝保健師のはなし、先輩マ
マとの交流、おもちゃづくり、保育
所（０歳児）見学など
▼参加費＝無料
▼定　員＝15人（多数の場合は抽選
します）

▼その他＝一
時保育ありま
す
▼申込み・問
合せ＝６月17
日貂までに、
お電話で子育
て支援センター・ひだまり（薀祚３
３７１）

子育て支援センター・ひだまりの
スタッフが出前保育（紙芝居、手遊
び、エプロンシアターなど）をしま
す。お気軽にご参加ください。
▼と　き＝笊６月24日貂笆７月１日
貂※時間はいずれも午前10時～11時
で雨天中止
▼ところ＝笊牧野公園（信達幼稚園
前）笆りんくう南浜２号緑地（通
称：カメ公園でサザンスタジアム横）
▼対　象＝就学前の子どもと保護者
▼内　容＝紙芝居、手遊び、エプロ
ンシアター、親子での遊びなど
▼問合せ＝子育て支援センター・ひ
だまり（薀祚３３７１）



過
失
が
大
き
い
場
合
（
泥
酔
、
無
免
許
、
そ
の
他

交
通
法
規
違
反
等
）
は
、
保
険
診
療
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

▼
届
け
出
に
必
要
な
も
の
＝
保
険
証
、
印
鑑
（
交

通
事
故
証
明
や
印
鑑
証
明
が
必
要
な
場
合
も
あ
り

ま
す
）
▼
示
談
は
慎
重
に
＝
示
談
の
成
立
後
は
、

示
談
の
取
り
決
め
が
優
先
す
る
こ
と
が
あ
り
、
立

て
替
え
払
い
後
に
加
害
者
に
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
加
害
者

か
ら
治
療
費
を
受
け
取
っ
て
い
る
場
合
も
、
国
保

を
使
っ
た
受
診
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課
（
内
線
三

八
〇
・
二
九
一
）

平
成
十
四
年
四
月
か
ら
、
国
民
年
金
の
請
求
窓

口
が
次
の
と
お
り
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

笊
老
齢
基
礎
年
金
＝
▼
第
一
号
被
保
険
者
期
間
の

み
の
方
で
、
保
険
料
納
付
済
（
免
除
）
で
受
給
資

格
を
満
た
す
方
は
市
役
所
国
保
年
金
課
の
窓
口
へ

▼
合
算
対
象
期
間
（
カ
ラ
期
間
）
を
含
め
て
受
給

資
格
を
満
た
す
方
、
第
三
号
被
保
険
者
期
間
の
あ

る
方
は
貝
塚
社
会
保
険
事
務
所
の
窓
口
へ

笆
障
害
基
礎
年
金
＝
▼
初
診
日
が
二
十
歳
前
、
第

一
号
被
保
険
者
期
間
、
六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
の

間
に
あ
る
方
は
市
役
所
国
保
年
金
課
の
窓
口
へ
▼

初
診
日
が
第
三
号
被
保
険
者
期
間
に
あ
る
方
は
貝

塚
社
会
保
険
事
務
所
の
窓
口
へ

笳
遺
族
基
礎
年
金
＝
▼
死
亡
日
が
第
一
号
被
保
険

者
期
間
に
あ
る
方
は
市
役
所
国
保
年
金
課
の
窓
口

へ
▼
死
亡
日
が
第
三
号
被
保
険
者
期
間
に
あ
る
方

ま
た
は
受
給
権
者
等
で
あ
る
方
は
貝
塚
社
会
保
険

事
務
所

笘
寡
婦
年
金
等
＝
従
来
通
り
市
役
所
国
保
年
金
課

の
窓
口
へ

▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課
（
内
線
二
五
五
）

消
費
生
活
に
関
す
る
市
民
の
皆
さ
ま
の
様
々
な

相
談
を
お
受
け
し
て
い
る
泉
南
市
消
費
者
相
談
室

が
、
五
月
一
日
か
ら
泉
南
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
名
称
を
変
更
し
ま
し
た
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
、

専
門
の
資
格
を
持
っ
た
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
日
＝
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）
の
午
後

一
時
〜
四
時
▼
相
談
場
所
＝
市
役
所
別
館
一
階
地

域
振
興
課
横
▼
費
用
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
▽
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
▽
電
話
に
よ
る
相
談
に
も
応

じ
ま
す
▼
相
談
電
話
番
号
＝
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
薀
祟
０
０
０
１
／
内
線
三
一
九
）
▼
問
合
せ
＝

地
域
振
興
課
（
内
線
五
八
三
）

子
育
て
や
教
育
な
ど
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
思

い
や
悩
み
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
毎
週
水
曜
日
午
前
九
時
半
〜
正
午
▼
と

こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
費
用
＝
無
料
▼
そ
の

他
＝
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
薀
祚
３
５
０
０
）
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毎月第３木曜日 
午後２時～４時 

笊毎月第1・4金曜日 
　午後１時～４時 
笆毎月第２水曜日 
　午後６時～９時 

笊は人権推進部 
　相談室 
笆は樽井公民館 

人権ふれあい 
センター内 
人権協会 

人権推進課 
薀83-0001 
（内線270） 

6月5日、12日、26日貅 
午前9時15分～11時45分 
※申込みは実施日前日にお電話 
　で午前9:00から先着10人受付 

市役所別館 
一階会議室 

市役所別館 
一階会議室 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

法律相談 

行政相談 
笊児童福祉課（内線242） 
笆子ども相談室 
　薀85-1586

児童相談 

知的障害者相談 

市役所 
児童福祉課 

笊市役所児童福祉課 
笆子ども支援センター 

児童福祉課 
薀83-0001 
（内線242） 

児童福祉課 
薀83-0001 
（内線281） 

高齢障害福祉課 
薀83-0001 
（内線288） 

母子相談 

毎月第３金曜日 
午後２時～４時 

社会福祉 
　　協議会 
薀82-1027

心配ごと相談 毎週木曜日 午前９時～正午 

毎月第４金曜日 
午前９時～正午 

月～金曜日 
執務時間中 

教育相談室 教育相談室 
薀83-3755

人権協会 
薀85-1401

農業委員会事務局 
薀83-0001 
（内線551） 

教育相談 
月～金曜日 
午前10時 
～午後４時 

女性相談 

農事相談 

進路支援（奨学金等）相談 

毎月第２木曜日 
午後１時～４時 

月～金曜日 
執務時間中 

人権推進部 
相談室 

毎月第３水曜日 
午後１時～４時 

市役所 
市民相談室 

人権推進課 
薀83-0001 
（内線270） 

人権相談 

市役所別館 
消費生活センター 

　市役所・別館 
　消費生活センター 
　（要電話予約） 

市役所別館 
地域振興課 

市役所別館 
一階会議室 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

消費者相談 

毎週金曜日 
午後１時30分 
　～２時30分 

毎週月・木曜日 
午前９時 
～午後５時15分 
毎月第１・３ 
木曜日 
午前10時～正午 

毎月第２・４ 
金曜日 
午前10時～正午 

毎週火曜日 
午前９時半～正午 
それ以外は予約制 

保健センター 保健センター 
薀82-7615健康相談 

月～金曜日 
執務時間中 

月～金曜日 
午後１時～４時 

市役所別館 
地域振興課 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

市民相談 

月～金曜日 
執務時間中 

人権ふれあいセンター内 
地域就労支援センター 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域就労支援センター 
薀85-1401 
薀83-6447

課税課 
薀83-0001 
（内線352） 

求人案内 

労働相談 

税の相談 

相談名 と　き ところ 問合せ 相談名 と　き ところ 問合せ 

子ども相談 
（家庭児童相談） 

毎週月曜・坂口医師 
毎月第２、４水曜・ 
　　　　　西森医師 
時間は午後１時半～３時 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
センター 
薀85-0707健康相談 

高齢者・障害者のための 

就労支援相談 

市の主な行事を 
いつでもお聞き 
いただけます 

テレフォンサービス 
薀 
82－4111

泉
南
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
名
称
変
更
し
ま
し
た

こ
こ
ろ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
民
年
金
の
請
求
窓
口
を
　

お
知
ら
せ
し
ま
す

児
童
手
当
・
特
例
給
付
・
就
学
前
特
例
給
付
を

受
け
て
い
る
方
は
、
六
月
中
に
児
童
手
当
・
特
例

給
付
・
就
学
前
特
例
給
付
現
況
届
を
提
出
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
届
は
、
六
月
一
日
に
お
け
る
状
況
を
記
載

し
、
児
童
手
当
等
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件
が
あ

る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
こ

の
届
の
提
出
が
な
い
と
、
六
月
分
以
降
の
手
当
が

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
六
月
中
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
現
況
届
の
用
紙
は
、

六
月
三
日
頃
に
、
受
給
者
の
方
あ
て
に
郵
送
し
ま

す
。

▼
問
合
せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内
線
三
二
五
）

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
の
あ
る
児
童
の
福
祉

の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
そ
の
児
童

を
家
庭
に
お
い
て
監
護
し
て
い
る
方
に
手
当
を
支

給
し
て
い
ま
す
。

▼
支
給
の
対
象
＝
二
十
歳
未
満
で
、
精
神
ま
た
は

身
体
に
中
程
度
以
上
の
障
害
の
あ
る
児
童
を
監
護

し
て
い
る
父
母
、
ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
そ
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
。
但
し
、
次
の
笊
〜
笳

の
い
ず
れ
か
に
あ
て
は
ま
る
と
き
は
、
手
当
は
受

給
で
き
ま
せ
ん
。

笊
手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
ま
た
は
児
童
が
日

本
に
住
ん
で
い
な
い
と
き
笆
児
童
が
児
童
福
祉
施

設
（
母
子
生
活
支
援
施
設
、
保
育
所
、
通
園
施
設

を
除
く
）
に
入
所
し
て
い
る
と
き
笳
児
童
が
障
害

を
支
給
事
由
と
す
る
公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
と
き
。

▼
手
当
の
額
（
月
額
）
＝
手
当
の
額
は
、
児
童
の

障
害
の
程
度
に
応
じ
て
決
ま
り
ま
す
。
一
級
（
重

度
の
障
害
）
は
一
人
に
つ
き
五
一
一
〇
〇
円
▽
二

級
（
中
程
度
の
障
害
）
は
一
人
に
つ
き
三
四
〇
三

〇
円
。
但
し
、
請
求
者
ま
た
は
配
偶
者
及
び
同
居

し
て
い
る
請
求
者
の
父
母
兄
弟
姉
妹
な
ど
の
前
年

（
一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
請
求
に
つ
い
て
は
前
々

年
）
の
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場
合
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

▼
手
続
き
＝
認
定
請
求
書
に
診
断
書
な
ど
の
書
類

を
添
え
て
児
童
福
祉
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
診
断
書
の
様
式
は
定
ま
っ
て
お
り
、

ま
た
省
略
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
申
請

し
よ
う
と
思
わ
れ
る
方
は
、
必
ず
事
前
に
児
童
福

祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内
線
三
二
五
）

年
金
を
受
け
て
い
る
人
が
死
亡
す
る
と
、
年
金

を
受
け
る
権
利
が
な
く
な
り
ま
す
。
遺
族
の
方
は
、

速
や
か
に
「
死
亡
の
届
」
を
し
て
く
だ
さ
い
。
届

け
出
が
遅
れ
ま
す
と
、
後
で
返
納
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

年
金
は
死
亡
し
た
月
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。
死

亡
さ
れ
た
方
に
支
払
わ
れ
る
年
金
が
残
っ
て
い
る

場
合
は
、
遺
族
の
方
が
未
支
給
年
金
と
し
て
請
求

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
届
け
出
先
は
、
受
給
し

て
い
る
年
金
の
種
類
で
異
な
り
ま
す
の
で
必
ず
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課
（
内
線
二
五
五
）

次
の
要
件
笊
〜
笳
に
該
当
す
る
方
に
つ
い
て

は
、
申
請
に
よ
り
、
市
・
府
民
税
が
減
免
さ
れ
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

笊
災
害
（
火
災
、
風
水
害
な
ど
）
に
よ
り
被
害
を

受
け
た
場
合
笆
生
活
扶
助
等
を
受
け
て
い
る
場
合

笳
前
年
中
の
所
得
（
自
己
の
勤
労
に
基
づ
い
て
得

た
事
業
所
得
、
給
与
所
得
、
雑
所
得
に
限
る
）
が

一
定
以
下
で
、
当
該
年
度
中
の
所
得
が
著
し
く
減

少
し
た
場
合
※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
な
お
、
納
期
限
が
経
過
し
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
減
免
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
課
税
課
（
内
線
二
五
一
・
二
三
八
）

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
か
ら
傷
害
を
受
け
て
医

療
機
関
で
受
診
す
る
場
合
で
も
、
国
民
健
康
保
険

（
国
保
）
を
使
用
し
て
、
治
療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
医
療
費
は

本
来
加
害
者
が
負
担
す
べ
き
も
の
な
の
で
、
国
民

健
康
保
険
が
一
時
的
に
立
て
替
え
払
い
を
し
て
、

後
日
加
害
者
（
あ
る
い
は
自
動
車
保
険
）
に
請
求

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と

き
は
す
ぐ
に
、
国
民
健
康
保
険
の
窓
口
に
届
け
出

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
著
し
く
被
害
者
の
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nf ormat i
i

o n
特
別
児
童
扶
養
手
当
を

ご
存
知
で
す
か
？

市
・
府
民
税
の
減
免
制
度

を
お
知
ら
せ
し
ま
す

児
童
手
当
等
の
現
況
届
の

提
出
を
お
忘
れ
な
く

交
通
事
故
の
と
き
は

国
保
の
窓
口
へ
も
届
出
を

年
金
の
受
給
者
が

死
亡
し
た
と
き
は
届
出
を

市役所　薀83-0001 
清掃課　薀83-5875 
あいぴあ泉南 
　　　　薀85-0707 
消防本部　　　　 
　　　　薀85-0119 
樽井公民館 
　　　　薀83-4361



六
月
一
日
豸
か
ら
六
月
三
十
日
豺
ま
で
の
期

間
、
大
阪
府
内
に
お
い
て
ゴ
キ
ブ
リ
駆
除
強
化
月

間
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
ゴ
キ
ブ
リ
に
よ
る
感
染
症

や
食
中
毒
を
防
止
し
、
快
適
な
生
活
環
境
を
確
保

す
る
た
め
、
環
境
整
備
課
で
は
期
間
中
に
ゴ
キ
ブ

リ
駆
除
剤
（
数
量
に
限
り
あ
り
）
を
ご
希
望
の
方

に
配
付
し
ま
す
。

駆
除
剤
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
印
鑑
を
ご
持

参
の
上
、
環
境
整
備
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
環
境
整
備
課
（
内
線
二
四
一
）

わ
が
国
と
諸
外
国
と
の
交
流
は
ま
す
ま
す
活
発

化
し
て
い
ま
す
が
、
同
時
に
就
労
を
目
的
と
し
た

不
法
入
国
者
及
び
不
法
残
留
者
が
あ
と
を
絶
ち
ま

せ
ん
。

大
阪
府
警
で
は
、
犯
罪
グ
ル
ー
プ
の
温
床
と
な

っ
て
い
る
不
法
滞
在
外
国
人
の
問
題
を
解
消
す
る

た
め
、
不
法
入
国
者
や
不
法
就
労
助
長
犯
罪
等
の

摘
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
正
規
に
滞
在
す
る

外
国
人
の
権
利
を
守
る
た
め
に
も
、
外
国
人
を
雇

用
す
る
場
合
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト
等
で
在
留
資
格
の

確
認
を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
＝
泉
南
警
察
署
（
薀
磚
１
２
３
４
）

笊
空
き
か
ん
・
空
き
び
ん
＝
か
ん
び
ん
専
用
袋

（
青
色
文
字
）
に
、
か
ん
・
び
ん
を
一
緒
に
入
れ

て
出
し
て
く
だ
さ
い
笆
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
＝
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
専
用
袋
（
赤
色
文
字
）
に
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
だ
け
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
※
絶
対
に
他
の

資
源
ご
み
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
笳
そ
の
他
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
＝
そ
の
他

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
専
用
袋

（
黒
色
文
字
）
に
、

そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
類
だ
け
を
入

れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
※
絶
対
に
他
の
資
源
ご
み

は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
注
意
＝
指
定
袋
以
外
の
袋
で
出
さ
れ
た
り
、
ご

み
を
混
合
に
し
て
出
さ
れ
ま
す
と
、
収
集
業
務
や

再
資
源
化
処
理
に
支
障
が
で
ま
す
。
円
滑
な
処
理

を
行
う
た
め
に
、
か
ん
・
び
ん
以
外
は
絶
対
に
混

合
で
指
定
袋
に
入
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
※
指
定
袋
以
外
の
袋
を
使
用
さ
れ
た
場
合
は

収
集
は
行
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
収
集
日
（
す
べ
て

の
ご
み
）
は
午
前
九
時
ま
で
に
、
決
め
ら
れ
た
集

積
場
所
へ
分
別
し
て
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
（
薀
祟
５
８
７
５
）
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不
法
滞
在
な
く
し
て

真
の
国
際
化
を
！

資
源
ご
み
は
正
し
く

出
し
ま
し
ょ
う

六
月
は
ゴ
キ
ブ
リ
駆
除

強
化
月
間
で
す

珈 笆 笳 玻 珀 珥 珮
珞 笶 筐 瑯 琥 珸 琲
琺 筅 筵 瑟 瑙 瑁 瑜
瑩 筬 筮 瑪 瑶 瑾 璋
璞 箚 笊 玳 珎 玻 珀
珥 笵 笨 璢  
※幼児の入場は、水着を着用された保護者の方の同伴が必要です。 
　保護者同伴の場合でも、保護者１人につき幼児２人に制限します。 
※気象警報が発令された時は、臨時休館になる場合があります。 

6月1日～7月9日薀84－2627
□‥‥開館日 
●‥‥休館日 
※受付時間 
（午前９：15～午後７：00） 
※利用料金 
▽大　人＝500円 
▽高校生＝300円 
▽小・中学生＝200円 
▽高齢者＝250円 

珈 縒 笳 玻 珀 珥 珮
珞 繦 筐 瑯 琥 珸 琲
琺 縺 筵 瑟 瑙 瑁 瑜
瑩 繹 筮 瑪 瑶 瑾 璋
璞 繽 笊 玳 珎 玻 珀
珥 縢 笨 璢  

※体育館をご利用いただく場合は 
　必ず、上ぐつをご持参ください 

6月1日～7月9日薀82－1000
市民体育館カレンダー 

珈 縒 笳 玻 珀 珥 珮
珞 繦 筐 瑯 琥 珸 琲
琺 縺 筵 瑟 瑙 瑁 瑜
瑩 繹 筮 瑪 瑶 瑾 璋
璞 繽 笊 玳 珎 玻 珀
珥 縢 笨 璢  

※開館時間＝午前9時～午後10時 
　（行事によって早く閉館する場合があります） 

6月1日～7月9日薀83－4361
市立公民館カレンダー 

「
在
宅
で
仕
事
を
し
ま
せ
ん

か
」「
モ
ニ
タ
ー
に
な
れ
ば
報
酬

が
あ
り
ま
す
」
な
ど
の
説
明
で

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
を
し

た
が
、
実
際
に
は
ほ
と
ん
ど
収

入
に
な
ら
な
い
と
い
う
内
職
・

モ
ニ
タ
ー
商
法
の
被
害
が
多
発

し
て
い
ま
す
。

▼
事
例
・
１
＝
在
宅
ワ
ー
カ
ー

に
な
ら
な
い
か
と
電
話
で
勧
誘

を
受
け
た
。「
在
宅
で
仕
事
を
す

る
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
研
修
を
受

け
て
検
定
試
験
に
合
格
す
る
必

要
が
あ
る
」
と
い
わ
れ
、
パ
ソ

コ
ン
教
材
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
購

入
し
た
が
、
本
当
に
仕
事
が
あ

る
の
か
不
安
に
な
っ
た
。

▼
事
例
・
２
＝
訪
問
販
売
で
浄

水
器
の
購
入
を
勧
め
ら
れ
た
。

高
額
だ
と
断
る
と
、
社
内
モ
ニ

タ
ー
と
な
り
毎
月
レ
ポ
ー
ト
を

提
出
す
る
と
謝
礼
が
出
る
の
で
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
支
払
い
が
で
き

る
と
い
わ
れ
契
約
し
た
。
し
か

し
、
謝
礼
が
数
回
出
た
後
、
事

業
者
が
倒
産
し
た
。

▼
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
＝

内
職
・
モ
ニ
タ
ー
商
法
は
、
収

入
が
得
ら
れ
る
と
勧
誘
し
て
消

費
者
に
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
等
を

購
入
さ
せ
る
取
引
で
、
特
定
商

取
引
法
で
「
業
務
提
供
誘
因
販

売
取
引
」
と
し
て
規
制
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
広
告

規
制
、
書
面
交
付
義
務
、
二
十

日
間
の
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制

度
の
導
入
、
不
適
切
な
勧
誘
行

為
の
禁
止
等
で
す
。
事
業
者
の

セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
を
う
呑
み
に

せ
ず
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
契
約

書
で
仕
事
の
提
供
の
有
無
や
収

入
の
裏
付
け
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。
疑
問
点
等
が
あ
れ
ば
、
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
▼
問
合
せ
＝
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
（
内
線
三
一
九
）

内
職
・
モ
ニ
タ
ー
商
法
に
ご
注
意
を
！

大
阪
府
で
は
平
成
十
六
年
七
月
の
供
用
開
始
に

向
け
、
泉
南
市
り
ん
く
う
南
浜
に
「
府
営
せ
ん
な

ん
り
ん
く
う
住
宅
」
を
建
設
し
て
い
ま
す
。
こ
の

住
宅
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
対
応
し
た
設
計
と
な
っ

て
お
り
、
高
齢
者
の
方
々
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
生
活
援
助
員
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
や
緊
急
通

報
シ
ス
テ
ム
を
全
戸
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
＝
泉
南
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
（
外

国
籍
の
方
は
登
録
原
票
記
載
事
項
証
明
書
に
記
載

さ
れ
て
い
る
方
）
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
（
二

人
世
帯
で
は
配
偶
者
が
六
十
歳
以
上
で
も
可
）
※

但
し
、
所
得
制
限
あ
り
▼
戸
数
＝
全
三
〇
戸
（
１

Ｄ
Ｋ
単
身
者
用
は
二
〇
戸
、
２
人
世
帯
２
Ｄ
Ｋ
は

一
〇
戸
）
▼
申
込
み
用
紙
配
布
期
間
＝
平
成
十
五

年
六
月
二
日
豺
〜
六
月
三
十
日
豺
▼
申
込
み
用
紙

配
布
場
所
＝
市
役
所
高
齢
障
害
福
祉
課
▼
申
込
み

受
付
期
間
＝
平
成
十
五
年
六
月
二
日
豺
〜
六
月
三

十
日
豺
（
当
日
消
印
有
効
）
▼
問
合
せ
＝
▽
譛
大

阪
府
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー
募
集
課
（
薀
０
６
・
４

３
９
８
・
５
２
５
５
）
▽
高
齢
障
害
福
祉
課
（
内

線
三
〇
七
）

介
護
保
険
制
度
に
戸
惑
っ
て
い
た
り
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
に
不
安
や
不
満
を
持
つ
高
齢
者
に
き
め
細

や
か
に
対
応
す
る
た
め
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い
る
高
齢
者
の
身
近
な
相
談
員
と
し
て
活
動

し
て
い
た
だ
け
る
、
泉
南
市
ほ
っ
と
介
護
相
談
員

の
平
成
十
五
年
度
登
録
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
内
容
＝
市
内
の
介
護
保
険
施
設
や
相
談
希
望
者

の
居
宅
を
訪
問
し
、
介
護
保
険
制
度
や
介
護
サ
ー

ビ
ス
に
対
す
る
相
談
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
い
、

気
軽
な
雰
囲
気
の
中
で
高
齢
者
の
介
護
に
関
す
る

不
安
や
不
満
の
解
消
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま
す
▼

資
格
＝
六
十
歳
以
下
で
、
介
護
相
談
に
必
要
な
知

識
や
経
験
、
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る

理
解
が
あ
る
方
。
ま
た
、
市
が
指
定
す
る
介
護
相

談
員
養
成
研
修
を
受
講
し
て
い
た
だ
け
る
方
▼
申

込
み
＝
履
歴
書
（
介
護
に
関
す
る
経
歴
を
記
入
し

た
も
の
）
を
持
参
の
上
、
六
月
二
十
七
日
貊
ま
で

に
介
護
保
険
課
へ
▼
問
合
せ
＝
介
護
保
険
課
（
内

線
三
三
六
・
三
三
七
）

泉
南
市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
十
六
年
度
に

小
・
中
学
校
で
使
用
さ
れ
る
教
科
書
の
展
示
会
を

開
催
し
ま
す
。

▼
展
示
期
間
＝
笊
法
定
外
展
示
・
六
月
九
日
豺
〜

六
月
十
九
日
貅
笆
法
定
展
示
・
六
月
二
十
日
貊
〜

七
月
九
日
貉
（
土
、
日
曜
日
は
除
く
）
※
時
間
は

い
ず
れ
も
午
前
九
時
〜
午
後
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
泉

南
市
教
科
書
セ
ン
タ
ー
（
泉
南
市
適
応
指
導
教
室

内
・
樽
井
一
丁
目
一
一
一
四
の
四
・
薀
祟
８
６
９

９
）
▼
問
合
せ
＝
指
導
課
（
内
線
二
七
七
）

移
動
図
書
館
「
か
し
の
き
号
」
は
、
お
と
な
の

本
・
こ
ど
も
の
本
、
あ
わ
せ
て
約
二
六
〇
〇
冊
を

積
ん
で
、
市
内
一
二
カ
所
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
月

に
二
回
ず
つ
巡
回
し
て
い
ま
す
。

本
を
借
り
ら
れ
る
方
は
、
図
書
館
の
貸
出
券
が

必
要
で
す
。
ま
だ
、
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
住
所

の
確
認
で
き
る
も
の
（
免
許
証
、
保
険
証
、
泉
南

市
民
証
、
本
人
宛
に
届
い
た
手
紙
等
）
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
お
一
人
五
冊
ま
で
借
り
て
い
た
だ
け

ま
す
。
巡
回
場
所
、
日
時
は
下
記
の
日
程
表
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
大
雨
洪
水
警
報
発
令
時
等
、

気
象
状
況
な
ど
に
よ
り
、
巡
回
を
中
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
図
書
館
（
薀
祗
７
７
６
６
）

街
を
歩
い
て
い
る
と
様
々
な
広
告
物
を
目
に
し

ま
す
。
適
正
に
掲
示
さ
れ
た
広
告
物
は
便
利
な
一

面
も
あ
り
、
街
に
活
気
が
あ
る
印
象
を
与
え
ま
す

が
、
残
念
な
が
ら
無
秩
序
に
設
置
さ
れ
て
い
る
不

法
な
広
告
物
が
氾
濫
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

泉
南
市
で
は
昨
年
度
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
不
法

な
広
告
物
の
う
ち
、
は
り
紙
、
立
て
看
板
に
つ
い

て
は
、
簡
易
除
去
で
き
る
権
限
を
大
阪
府
か
ら
の

委
任
を
受
け
、
市
道
の
沿
道
を
中
心
に
撤
去
活
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
共
的
な
場
所
に
設
置
さ
れ
た
不
法
広

告
物
を
撤
去
で
き
る
よ
う
、
泉
南
警
察
署
、
関
西

電
力
、
Ν
Τ
Τ
西
日
本
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
、
南
海
電

鉄
、
大
阪
府
岸
和
田
土
木
事
務
所
、
市
役
所
の
関

係
部
課
が
泉
南
市
不
法
屋
外
広
告
物
等
撤
去
対
策

連
絡
会
を
組
織
し
、
協
力
し
な
が
ら
対
策
に
あ
た

り
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
環
境
整
備
課
（
内
線
二
四
一
）
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□‥開館日（am10:00～pm5:00） 
　‥開館日（am11:00～pm6:00） 
●‥休館日 

※ふるって、ご利用ください。 

6月1日～7月9日薀82－7766
市立図書館カレンダー 自動車図書館・かしのき号６月／７月巡回日程のお知らせ 

鳴滝第２小学校 
楠台１号公園 
金　熊　寺 

ステーション名 時間 

ファミール南大阪 
関空山の手台 
砂川集会所前 
青少年センター 

サンハイツ和泉砂川 
一丘団地 

八幡山自治会館 
浜老人集会場 
西信達公民館 

巡回日 
６月 ７月 

ステーション名 時間 
巡回日 

６月 ７月 
水 
水 
木 
木 
金 
金 
水 

2：00～ 
2：45

2：00～ 
2：30

2：00～ 
2：30

2：00～ 
2：30

3：15～ 
4：00

3：00～ 
4：00

水 
木 
木 
金 
金 

3：00～ 
4：00

3：15～ 
4：00

3：15～ 
4：00

2：00～ 
2：45

2：00～ 
3：00

3：00～ 
4：00

23日 
24日 
24日 
25日 
25日 

10日 
9日 

10日 
11日 
11日 

25日 
26日 
26日 
27日 
27日 

12日 
11日 

12日 
13日 
13日 

2日 16日 
2日 16日 
3日 17日 
3日 17日 
4日 18日 
4日 18日 
9日 23日 

4日 18日 
4日 18日 
5日 19日 
5日 19日 
6日 20日 
6日 20日 
11日 25日 

珈 笆 珎 玻 珀 膣 珮
珞 笶 琅 瑯 琥 膸 琲
琺 筅 琿 瑟 瑙 臑 瑜
瑩 筬 瑣 瑪 瑶 臧 箍
璞 箚 珈 玳 珎 膕 珀
膣 笵 珞 璢  

泉
南
市
民
を
対
象
に
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ

ジ
ン
グ
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

泉
南
市
教
科
書
セ
ン
タ
ー

教
科
書
展
示
会

介
護
相
談
員
登
録
希
望
者

を
募
集
し
ま
す

不
法
屋
外
広
告
物
の
撤
去

活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す

か
し
の
き
号
か
ら

お
知
ら
せ
し
ま
す



最
近
、
事
業
所
や
病
院
、
公
共
施
設
等
を
ね
ら

っ
た
悪
質
な
消
火
器
等
の
点
検
業
者
が
高
額
な
費

用
を
請
求
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

笊
悪
質
手
口
そ

の
一
＝
事
前
に

巧
妙
な
言
葉
で

連
絡
を
取
り
、

安
心
感
を
与
え

る
笆
悪
質
手
口

そ
の
二
＝
い
つ

も
の
点
検
業
者

の
ふ
り
を
す
る

笳
悪
質
手
口
そ

の
三
＝
預
か
り
書
（
実
は
契
約
書
）
と
い
っ
て
サ

イ
ン
を
求
め
る
※
事
業
所
に
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
＝
▽
消
火
器
点
検
の

依
頼
が
あ
っ
て
も
、
不
審
な
時
は
そ
の
場
で
は
っ

き
り
と
断
る
▽
受
付
社
員
等
へ
の
教
育
を
徹
底

し
、
通
常
契
約
し
て
い
る
点
検
業
者
か
ど
う
か
の

確
認
を
習
慣
づ
け
る
▽
消
火
器
点
検
業
者
が
訪
問

し
た
と
き
は
、
内
容
が
確
認
で
き
る
責
任
者
（
防

火
管
理
者
等
）
が
対
応
す
る
▽
…
見
料
等
の
見
積

書
を
と
る
▽
サ
イ
ン
を
求
め
ら
れ
た
場
合
は
、
何

の
サ
イ
ン
な
の
か
を
よ
く
確
認
す
る
▽
契
約
書
に

は
、
す
ぐ
に
署
名
捺
印
せ
ず
、
契
約
書
の
内
容
を

十
分
に
確
認
す
る
（
お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
絶

対
に
サ
イ
ン
、
捺
印
は
し
な
い
）。

▼
問
合
せ
＝
泉
南
市
消
防
本
部
（
薀
祕
０
１
１
９
）
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信達中学校は創立２７年目を迎え、現在生徒数６６４人（各学年
６学級）と市内４中学校の中でも最も規模の大きな中学校です。
信達中学校の教育目標は次の４点です。
盧基本的人権を尊重し、人間性豊かな生徒を育成する。
盪自ら考え主体的に判断し、自己表現力に富む生徒を育成する。
蘯心身ともに健全な生徒を育成する。
盻たくましく育てる。
これらの教育目標を達成するために、新しい教育課程のもとで特

色ある学校づくりを推進し、生徒が主体となり、自主的に活動する
学校をめざし全教職員で取り組んでいます。
▼総合学習＝体験的学習・活動の機会を増やし、自ら考え、主体的
に判断し、自己表現力に富む生徒を育成するために、各学校行事と
関連させ、生徒の自主的な活動を尊重した取り組みとしての総合学
習を推進しています。
▽中学１年生＝教育キャンプでは、班別活動や自主的活動を通して、
仲間を大切にし、協力し合う心を育てています。
▽中学２年生＝職業体験学習では、生徒自身が自らの力で進路を選
択・決定できる能力と望ましい職業観を身につけさせることをめざ
しています。生徒たちはこの体験を通して、仕事のしんどさや充実
感を学び、学校では体験できない社会的な経験を積んでいます。
▽中学３年生＝昨年の沖縄県への修学旅行では、マリンスポーツ体
験、班別自主活動、平和学習を行いました。２年生時からの総合学
習で沖縄の文化、歴史の学習を通して、戦争の悲惨さや平和の大切
さを学ぶとともに、旅行終了後はまとめの発表会として「平和集会」
を文化ホールで開催しました。

▼朝の読書タイム＝
朝の１０分間を総合
学習の時間として、
学級や班で自主的な
読書を実施していま
す。読書タイムを始
めて４年目ですが、
生徒自らが本を持参
したり、図書室で借
りてくることで、本
を読む習慣が身につ
いてきているようで
す。また、朝のひと
ときを静かな雰囲気の中で読書することにより、生徒たちも落ち着
き、スムーズに集中しながら授業を受けることができるようになる
等、少しずつ効果が現れています。
▼ＰＴＡ活動＝ＰＴＡの方々には、積極的に学校行事へ参加・協力
いただき、体育祭や文化祭を大いに盛り上げていただいています。
昨年の文化祭では、ＰＴＡの方々が展示やお茶席、さらに生徒たち
の昼食にとおいしい豚汁をつくってくれました。舞台発表では、教
職員と保護者が一緒に練習を重ねてきた「南中ソーラン」やＰＴＡ
バンドによる演奏など、生徒たちの積極的な舞台発表の中にそっと
華を添えることができ、生徒・保護者・教職員が大いに楽しみ、喜
び、感動を分かち合った２日間となりました。
▼問合せ＝指導課（内線２７７）

生徒が主体・自主的に活動する学校へ 
信達中学校 

関空２期空港島現場見学
ツアー
専用のバスを使って、

車窓や高さ10メートルの
見学やぐらから、２期工
事の壮大なスケールを体
験できる現場見学ツアー
がスタートしました。
▼運行日＝毎週火、木、
土、日曜日（第２、４日
曜日は運休します）
▼見学所要時間＝約４５
分間
▼参加費＝無料
▼問合せ＝午前９時半～
午後５時に、２期工事見
学ホール案内室（薀碚４
０４０）
フィンランド観光写真展
▼と　き＝６月９日豺ま
で

▼ところ＝ターミナル２
階北側
▼内　容＝６月２日から
週３便運行する関空～ヘ
ルシンキ線にあわせ、フ
ィンランドの観光名所等
の写真を展示します
日本の花火写真展
▼と　き＝６月10日貂～
７月10日貅
▼ところ＝ターミナルビ
ル２階北側
▼内　容＝日本各地の花
火大会の写真を展示しま
す
▼問合せ＝関西国際空港
㈱広報課（薀碚２２０１）

シリーズ：関西国際空港情報NO.37 気をつけようね！

悪
質
な
消
火
器
の

点
検
業
者
に
ご
注
意
を
！

自
然
公
園
法
が
改
正
・
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
四
月
一
日
か
ら
特
別
地
域
に
お
け
る
土
砂
の

集
積
等
の
行
為
等
が
新
た
に
許
可
行
為
対
象
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
既
に
行
っ
て
い
る
集
積
等
の

行
為
に
つ
い
て
も
届
出
が
必
要
で
す
。

▼
問
合
せ
＝
大
阪
府
環
境
農
林
水
産
部
緑
整
備

室
・
森
林
管
理
課
森
林
保
全
グ
ル
ー
プ
（
薀
０

６
・
６
９
４
１
・
０
３
５
１
／http//

:w
w
w
.pr

ef.osaka.jp/m
idori.index.htm

）

六
月
一
日
豸
〜
三
十
日
豺
は
土
砂
災
害
防
止
月

間
で
す
。
近
年
、
異
常
な
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
土

石
流
、
が
け
崩
れ
な
ど
の
土
砂
災
害
が
発
生
し
、

人
命
・
家
屋
な
ど
に
大
き
な
被
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
今
年
も
土
砂
災
害
の
発
生
し
や
す
い
長
雨

の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
土
砂
災
害
に
対
す
る
備

え
や
避
難
場
所
の
再
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
頃
か
ら
天
気
予
報
な
ど
に
関
心
を
持
ち
ま
し

ょ
う
＝
台
風
時
や
集
中
豪
雨
時
は
も
ち
ろ
ん
、
日

頃
か
ら
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
天
気
予
報
を
確

認
し
て
気
象
の
変
化
に
関
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う
▼

避
難
場
所
・
避
難
経
路
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
＝
家

族
で
避
難
場
所
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
避

難
時
は
女
性
や
子
ど
も
を
優
先
し
、
家
族
が
離
れ

て
い
る
場
合
の
集
合
場
所
や
安
全
の
確
認
方
法
を

決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
▼
緊
急
時
の
携
行
品
は
ひ

と
つ
に
ま
と
め
て
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
＝
緊

急
時
に
備
え
て
貴
重
品
、
洋
服
や
下
着
、
非
常
用

食
料
等
を
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
停
電
に
備

え
懐
中
電
灯
や
ラ
ジ
オ
の
準
備
も
大
切
で
す
。
荷

物
は
避
難
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う
、
持
ち
出
し

易
い
よ
う
必
要
最
小
限
に
ま
と
め
ま
し
ょ
う
▼
問

合
せ
＝
施
設
管
理
課
（
内
線
五
六
三
）
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知
っ
て
い
ま
す
か
？

土
砂
災
害
防
止
月
間

国
定
公
園
に
お
け
る
行
為

規
制
が
追
加
さ
れ
ま
し
た

今年度も６月から国民健康保険税の
納付が始まります。泉南市の国民健康
保険税の算定方法についてお知らせし
ます。
▼算出方法＝泉南市の国民健康保険税
は次の笊～笘の計算式の合計で算出さ
れます。
笊所得割＝所得に対して賦課される保
険税です。基準となるのは平成15年度
の市民税額で、税率は450／100です。
（同様に介護分は60／100を乗じます）
笆資産割＝泉南市内に所有する固定資
産に対して賦課される保険税です。基
準となるのは当該年度の固定資産税額
（都市計画税を除く）で、税率は67／
100です。（介護分は4.9／100）
笳均等割（人数割）＝加入被保険者１
人あたりの保険税です。赤ちゃんから
お年寄りまで、加入していれば必ず年
間に、31,340円が賦課されます。（介
護分は年間5,760円です）
笘平等割（世帯割）＝加入世帯一世帯

あたりの保険税です。加入人数では変
わりませんが、必ず年間に40,090円が
賦課されます。（介護分は年間3,600円
です）
※笊＋笆＋笳＋笘＝が年間保険税で
す。この計算式で医療分の限度額は
460,000円で、介護保険分については、
70,000円となります。介護分について
は、40歳以上65歳未満の介護保険第
２号被保険者に該当される方のみ賦課
されます。年度途中での異動は、月割
で未加入期間を控除します。
保険税の納期数は10期になってお

り、６月から９月までは暫定賦課額で
す。10月に賦課額が確定しますが、そ
の際に法令で定められた範囲で、低所
得世帯には均等割・平等割が軽減措置
されます。また、無保険状態から国民
健康保険に加入する場合は、最大で３
年間分の保険税をさかのぼってお納め
いただくことになります。
▼問合せ＝国保年金課（内線291）

市税は納期内に必ずお納めください市税は納期内に必ずお納めください
平成15年度の市・府民税の納期と

出張徴収日程は次のとおりです。
▼市・府民税の納期＝次の表をご参照
ください。

▼市・府民税の出張徴収日程＝次の表
をご参照ください。

※時間はいずれも午前10時～午後４
時までとなっています。
▼納期前納付の報奨金について＝個人
の市・府民税（普通徴収分）は、納期

が年４回に分かれていますが、第１期
の納期に当該年度の税額を一括して納
められます（これを「前納」といいま
す）と、納期前納付報奨金が交付され

ます。
▼報奨金の支払方
法＝全期分前納用納
付書により、年税額
から報奨金を差し引

いた額で納付できます。
▼注　意＝第１期の納期限を過ぎます
と報奨金は交付されません。
▼市税の納付は口座振替で＝市税の納
付には、便利で確実な口座振替をご利
用ください。手続きは預貯金口座のあ
る取扱い金融機関へ、預貯金通帳とご
使用印を持参の上、お申し込みくださ
い。
▼問合せ＝納税課（内線235・233）

税　目 

市・府民税 
6月16日 
　　～ 
　6月30日 

8月1日 
　　～ 
　　9月1日 

11月4日 
　　～ 
　12月1日 

Η16年1月5日 
　　～ 
Η16年2月2日 

第１期分 第２期分 第３期分 第４期分 

月　日 6月25日貉 

兎田老人集会場 
西信達公民館 

岡中老人集会場 
幡代老人集会場 
馬場老人集会場 

6月26日貅 

場　所 

国民健康保険税の算出方法をお知らせします



己
情
報
開
示
請
求
な
ど
の
受
付
、
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
市
政
に
対
す
る
ご
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
各
種
資
料
の
閲
覧
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▼
利
用
時
間
＝
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末

年
始
は
除
く
）
の
午
前
九
時
〜
正
午
、
午
後
〇
時

四
十
五
分
〜
五
時
十
五
分
▼
そ
の
他
＝
コ
イ
ン
式

セ
ル
フ
コ
ピ
ー
機
を
設
置
し
て
い
ま
す
※
コ
ピ
ー

料
金
は
一
枚
に
つ
き
一
〇
円
（
Ｂ
５
〜
Ａ
３
判
黒

色
単
色
）
▼
問
合
せ
＝
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
（
内

線
三
六
一
）

譖
日
本
損
害
保
険
協
会
で
は
、
交
通
事
故
の
保

険
金
請
求
等
に
つ
い
て
の
無
料
相
談
（
電
話
相

談
・
来
訪
相
談
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

笊
電
話
相
談
（
電
話
０
６
・
６
２
０
２
・
２
６
４

０
）
▼
相
談
日
＝
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）
の

午
前
九
時
〜
正
午
、
午
後
一
時
〜
五
時
笆
来
訪
相

談
▼
相
談
日
＝
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）
の
午

前
九
時
〜
正
午
、
午
後
一
時
〜
五
時
▼
と
こ
ろ
＝

大
阪
市
中
央
区
北
浜
二
丁
目
六
の
二
六
（
大
阪
グ

リ
ー
ン
ビ
ル
九
階
大
阪
損
保
会
館
内
）
大
阪
自
動

車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー
▼
交
通
機
関
＝
地
下

鉄
御
堂
筋
線
淀
屋
橋
下
車
東
へ
約
三
〇
〇
誡
笳
弁

護
士
相
談
（
予
約
制
・
来
訪
相
談
の
み
）
▼
と

き
＝
毎
週
木
曜
日
の
午
後
一
時
〜
四
時
▼
と
こ

ろ
＝
来
訪
相
談
に
同
じ
▼
笊
笆
笳
費
用
＝
無
料
▼

笊
笆
笳
問
合
せ
＝
大
阪
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ

ン
タ
ー
（
薀
０
６
・
６
２
０
２
・
２
６
４
０
）
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交
通
事
故
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

人類が化石燃料を大量に使用するようになって以来、
大気中の二酸化炭素等の温室効果ガスの濃度が
高まり、気温がこれまでにない速度で上昇し
つつあります。このまま気温上昇が続くと、
海面水位の上昇、マラリア等の感染症の
増大など、私たちの生活にも様々な悪影
響が起こると考えられています。
地球温暖化問題を解決するために、泉南

清掃事務組合（泉南市・阪南市で構成）が
果たす役割のひとつとして、廃棄物の資源と
しての有効利用があります。ごみ処理のあり方も
「廃棄物循環型処理」へと転換していくことが重要です。
本組合では、平成８年に「廃棄物循環型社会基盤施設

整備事業計画」及び「泉南清掃事務組合分別収集計画」
を策定し、一層の減容化と再資源化を図っています。
そして、泉南清掃事務組合地球温暖化対策推進実行計

画は、さらなる環境配慮行動として、本組合から排出さ
れる温室効果ガスの排出量を抑制することにより、地球
規模での環境問題の解決と地球温暖化対策の推進に資す
ることを目的にしています。

▼実行計画の目標＝本組合から排出される温室効果ガス
は、ごみの焼却量に大きく影響されます。今後、
ごみの量は、人口の増加等によって、増加す
ると考えられ、平成19年度（目標年度）に
は、平成13年度（基準年度）に比較して、
温室効果ガスの排出量は26％増加すると
予測されます。今後、分別収集計画を着
実に実行することにより、平成19年度

（目標年度）には、平成13年度（基準年度）
に比較して14％の増加にとどめることを目標

にしています。

▼本組合での取り組み＝本組合では、上記の目標を達成
するため、昼休みや時間外勤務時での不要な照明の消灯、
減灯等を実施します。また、市民の皆さまにおかれまし
ても、ごみの分別排出及びごみの減量化へのご協力をよ
ろしくお願いします。
▼問合せ＝泉南清掃事務組合（薀祚０５８１・蕭祚１０
１１）

泉南清掃事務組合地球温暖化対策推進実行計画を策定しました

※平成13年度の実績 
14,952覈／100％（CO　） 

※平成19年度の目標 
14,952覈／114％（CO　） 2 2蜚 

平成15年４月から、次の申請に係る手数料が新設され
ましたのでお知らせします。
盧建築基準法第42条第１項第５号の道路位置の指定及
び当該指定道路の変更又は廃止の申請
１件につき77,000円
盪一定の複数建築物に対する制限の特例許可申請等
（※Ｎは許可建築物の数）
笊建築基準法第86条第３項
１件220,000＋28,000×（Ｎ－２）円
笆建築基準法第86条第４項等
１件220,000＋28,000×（Ｎ－１）円

蘯都市計画法第37条第１号の建築承認申請
１件につき2,000円
盻都市計画法施行規則第60条の書面の交付
笊許可を受けたことを証する書面
１件につき980円
笆許可を受ける必要がないことを証する書面
１件につき4,800円

眈宅地造成等規制法施行規則第８条の２の書面の交付
笊許可を受けたことを証する書面
１件につき980円
笆許可を受ける必要のないことを証する書面
１件につき4,800円

▼問合せ＝大阪府建築都市部建築指導室審査指導課
（薀０６－６９４１－０３５１）

建築基準法等の申請手数料を新設 神
経
毒
を
有
す
る
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
の
泉
州
地

域
に
お
け
る
定
着
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
次
の

よ
う
な
場
所
が
生
息
場
所
と
考
え
ら
れ
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
幼
稚
園
や
学
校
＝
▽
く
つ
箱
の
中
の
く
つ
▽
教

材
用
の
植
木
鉢
、
プ
ラ
ン
タ
ー
▽
砂
場
の
玩
具
、

ブ
ラ
ン
コ
、
す
べ
り
台
▽
ベ
ン
チ
、
遊
戯
用
タ
イ

ヤ
▼
駐
輪
場
・
駐
車
場
＝
▽
バ
イ
ク
の
ヘ
ル
メ
ッ

ト
▽
ハ
ン
ド
ル
の
風
よ
け
カ
バ
ー
▽
車
の
泥
よ
け

や
ド
ア
の
下
▽
自
転
車
の
サ
ド
ル
や
泥
よ
け
▼
ご

家
庭
＝
▽
郵
便
（
新
聞
）
受
け
▽
庭
履
き
サ
ン
ダ

ル
▽
納
屋
（
倉
庫
）
に
置
い
て
い
る
衣
類
、
手
袋
、

帽
子
▽
植
木
鉢
、
プ
ラ
ン
タ
ー
、
溝
ぶ
た
、
散
水

栓
の
ふ
た

日
頃
か
ら
整
理
・
整
頓
し
て
お
く
こ
と
が
セ
ア

カ
ゴ
ケ
グ
モ
の
生
息
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
▽
泉
佐
野
保
健
所
（
薀
磆
７
７
０
１
）

▽
同
尾
崎
支
所
（
薀
磚
６
０
０
１
）

印
鑑
証
明
は
、
泉
南
市
に
登
録
さ
れ
た
個
人
の

印
鑑
（
印
影
）
を
証
明
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
印

鑑
証
明
は
個
人
が
社
会
生
活
の
中
で
必
要
に
な
る

種
々
の
手
続
き
や
法
律
行
為
に
用
い
ら
れ
、
特
に

資
産
の
処
分
や
融
資
の
手
続
き
に
は
欠
か
せ
な
い

な
ど
、
た
い
へ
ん
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

そ
れ
だ
け
に
、
市
で
は
印
鑑
登
録
申
請
の
取
扱
に

あ
た
っ
て
は
、
よ
り
慎
重
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
登
録
さ
れ
た
方
自
身
も
、
登
録
し
た

印
鑑
（
実
印
）
や
印
鑑
登
録
証
（
登
録
済
を
証
明

す
る
カ
ー
ド
）
の
保
管
に
は
十
分
な
ご
配
慮
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
印
鑑
登
録
を
本
人
が
申
請
す
る
場
合
＝
官
公
署

発
行
の
写
真
の
貼
付
さ
れ
た
証
明
書
（
運
転
免
許

証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
等
）
が
あ
る
場
合
、
ま
た
は
、

印
鑑
登
録
す
る
人
を
市
内
在
住
の
す
で
に
印
鑑
登

録
を
さ
れ
て
い
る
方
（
二
十
歳
未
満
の
人
は
除
く
）

が
、
本
人
で
あ
る
こ
と
を
保
証
す
る
こ
と
に
よ
り

印
鑑
登
録
証
を
即
日
交
付
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、

所
定
の
保
証
書
（
登
録
印
鑑
を
押
印
し
た
も
の
）

が
必
要
で
す
。
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
等
が

な
い
場
合
及
び
保
証
人
が
い
な
い
時
は
、
本
人
の

意
思
確
認
を
す
る
た
め
の
照
会
書
を
本
人
の
住
所

地
宛
に
送
付
し
ま
す
。
照
会
書
が
届
い
て
か
ら
所

定
の
期
日
内
に
必
要
事
項
を
記
載
し
て
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
時
に
印
鑑
登
録
証
を
交
付
し
ま

す
▼
代
理
人
が
登
録
申
請
す
る
場
合
＝
本
人
が
自

署
、
及
び
登
録
申
請
す
る
印
鑑
を
押
印
し
た
委
任

状
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
（
十
五
歳
未
満
の
人
は

代
理
人
に
な
れ
ま
せ
ん
）。
申
請
後
、
本
人
の
意

思
確
認
の
た
め
の
照
会
書
を
本
人
の
住
所
地
宛
に

送
付
し
ま
す
の
で
、
照
会
書
が
届
い
て
か
ら
所
定

の
期
日
内
に
、
必
要
事
項
を
記
載
し
て
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
時
に
印
鑑
登
録
証
を
交
付
し
ま

す
▼
未
成
年
者
が
印
鑑
登
録
申
請
す
る
場
合
＝
父

母
（
ど
ち
ら
か
一
方
）
の
同
意
書
（
登
録
印
を
押

印
し
た
も
の
）
が
必
要
で
す
。
な
お
、
十
五
歳
未

満
及
び
成
年
被
後
見
人
、
ま
た
は
成
年
被
後
見
人

と
み
な
さ
れ
る
人
は
印
鑑
登
録
で
き
ま
せ
ん
▼
本

人
が
印
鑑
証
明
を
申
請
す
る
場
合
＝
所
定
の
申
請

用
紙
に
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、
及
び

必
要
枚
数
を
記
入
し
、
必
ず
印
鑑
登
録
証
を
添
え

て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
▼
代
理
人
が
印
鑑
証
明
を

申
請
す
る
場
合
＝
所
定
の
申
請
用
紙
に
印
鑑
登
録

者
及
び
代
理
人
の
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性

別
、
必
要
枚
数
を
正
確
に
記
入
し
、
必
ず
印
鑑
登

録
証
を
添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
市
民
課
（
内
線
二
五
八
）

市
役
所
一
階
に
あ
る
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
市
が
保
有
す
る
情
報
の
閲
覧
や
写
し
の
交
付

を
求
め
る
情
報
公
開
請
求
、
市
が
保
有
す
る
自
己

の
個
人
情
報
の
閲
覧
や
写
し
の
交
付
を
求
め
る
自
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セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

印
鑑
証
明
の
手
続
き
は
次
の

よ
う
に
行
っ
て
く
だ
さ
い

区　名 
下　村 奥田　美夫 新家3616－１ 薀84－3908
中　村 辻　　博夫 新家3178－３ 薀83－9681
上　村 田中　和彦 新家563 薀83－6517
　宮 嶋田　重剛 新家1256 薀84－2700
高　野 中谷　寿廣 新家2024 薀83－6475
野　口 中谷　正弘 新家2127 薀83－3576
別　所 谷口　一 別所244－１ 薀67－0356
兎　田 南　　敬 兎田475 薀65－4509
八幡山 徳山　孝一 新家1315－160 薀85－4174
踊　山 堀　　康之 新家6131 薀84－3649
　東 平田　政美 新家2787－70 薀82－7125
大苗代 西浦　正城 信達大苗代646 薀84－4181
一　丘 竹岡　正智 信達大苗代62－19棟－101号 薀82－3682
市　場 赤井　増夫 信達市場2099 薀84－3535
砂　川 大石　義松 信達市場31－407 薀82－5639
牧　野 向井　喜巳雄 信達牧野167－１ 薀83－3320
岡　中 隅谷　優 信達岡中606 薀84－2022
六　尾 井上　武 信達六尾322 薀83－9686
金熊寺 増田　洋 信達金熊寺755－１ 薀82－3212
童子畑 丸山　清 信達童子畑395 薀83－7737
楠　畑 宮下　敏晴 信達楠畑98 薀82－0913
葛　畑 辻　正男 信達葛畑492 薀83－7724
堀　河 谷口　末雄 信達葛畑384 薀83－1553
岡　田 宮内　義一 岡田５丁目27－32 薀80－2828
　陸 上野　長甫 岡田３丁目11－21 薀82－5321
北　野 槙　勝一 北野１丁目５－７ 薀83－6318
中小路 高浦　宅一 中小路１丁目６－１ 薀83－5694
鳴　滝 上中　喜美夫 信達市場1609－２ 薀82－5129
樽　井 宮野　治 樽井４丁目35－14 薀83－1393
男　里 金田　弘 男里４丁目14－28 薀84－3285
　浜 石井　勇士 男里７丁目22－11 薀82－8106
馬　場 赤井　康人 馬場２丁目28－12 薀82－6825
幡　代 宇野　豊 幡代１丁目18－23 薀83－3812

区長名 住　所 連絡先 

平成１５年度の市内各地区の区長をご紹介します。な

お、３３区の区長さんたちにより結成されている泉南市

区長連絡協議会の定期総会が５月16日に開催され、会長

に宮内義一さん（岡田区）が再選出されました。

▼問合せ＝政策推進課（内線３２０） （敬称略）

新しい区長さんを紹介します新しい区長さんを紹介します



【【
男男
女女
共共
同同
参参
画画
社社
会会
とと
はは
‥‥
】】

女
性
も
男
性
も
一
人
ひ
と
り
が
大
切
に
さ

れ
、
社
会
の
対
等
な
構
成
員
と
し
て
喜
び
も
責

任
も
分
か
ち
合
い
つ
つ
、
そ
の
個
性
と
能
力
を

最
大
限
に
発
揮
で
き
る
よ
う
な
社
会
。

【【
利利
用用
でで
きき
るる
時時
間間
】】

市
役
所
執
務
日
の
午
前
九
時
〜
午
後
五
時

【【
情情
報報
ココ
ーー
ナナ
ーー
】】

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
図
書
・
雑
誌
、

国
・
府
・
市
町
村
が
発
行
す
る
資
料
や
情
報

誌
・
啓
発
冊
子
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
講
座
等
の
チ

ラ
シ
を
閲
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【【
交交
流流
スス
ペペ
ーー
スス
】】

図
書
の
閲
覧
、
活
動
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
簡

単
な
打
ち
合
わ
せ
や
グ
ル
ー
プ
間
の
交
流
等
、

個
人
で
も
グ
ル
ー
プ
で
も
ご
利
用
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

【【
学学
習習
スス
ペペ
ーー
スス
】】

学
習
室
の
使
用

に
は
、
グ
ル
ー

プ
で
の
登
録
が

必
要
で
す
。
人

権
推
進
課
へ
登

録
申
請
書
を
提
出

し
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
男
女
共
同
参
画

社
会
の
形
成
に
関
す
る
学
習
・
交
流
を
目
的
と

し
、
泉
南
市
に
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
方
々
を

主
な
構
成
員
と
す
る
グ
ル
ー
プ
に
１
年
間
（
三

月
三
十
一
日
ま
で
）
有
効
の
登
録
証
を
発
行
し

ま
す
。
な
お
、
学
習
ス
ペ
ー
ス
利
用
の
予
約
は

「
使
用
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、

人
権
推
進
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【【
相相
談談
室室
】】

女
性
の
悩
み
相
談
と
し
て
、
専
門
の
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
（
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

が
悩
み
を
お
聞
き
し
、
気
持
ち
や
感
情
の
整
理

を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

▼
相
談
日
＝
笊
毎
月
第
一
、
四
金
曜
日
午
後
一

時
〜
四
時
笆
毎
月
第
二
水
曜
日
午
後
六
時
〜
九

時
▼
と
こ
ろ
＝
笊
人
権
推
進
部
相
談
室
笆
樽
井

公
民
館
▼
費
用
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
▼
問
合
せ
＝
人
権
推
進
課
（
内
線

二
七
〇
）
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男
女
共
同
参
画
ル
ー
ム
が
オ
ー
プ
ン

泉南市教育委員会、泉南市人権啓発推進協議会、
泉南市ＰＴＡ協議会では、平成１５年度人権教育
講座蠢を開催します。豊かに出会い、つながりあ
っていきませんか。そして、家庭、地域、学校、
職場など、それぞれの「生活の場」で人権文化を
創造しましょう。
▼と　き・内　容・講　師＝次表のとおり
▼ところ＝樽井公民館他
▼対　象＝市内在住・在勤の方、学校・幼稚園・
保育所のPTA関係者等
▼定　員＝各講座40人（笘
は申込みされた方の中から
25人を抽選し、７月10日貅
頃にご案内を送付します）
▼参加費＝無料。但し、笘
は昼食代（1,000円程度）が
必要です。
▼申込み＝７月１日貂まで
に、電話またはハガキで〒
590－0592（住所不要）泉
南市教育委員会・生涯学習

課（薀祟０００１・内線２１７）へ申し込んでく
ださい
▼その他＝▽手話通訳あり▽一時保育は１歳から
就学前の子どもで定員は６人（申込み多数の場合
は抽選）※保険代として500円が必要です▽手話
通訳・一時保育とも７月１日貂までに申し込んで
ください▽第４講座の受講を希望される方は、事
前学習として必ず第３講座を受講してください
▼問合せ＝生涯学習課（内線２１７）

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
活
動
す
る
グ
ル
ー
プ
及
び
個
人
を
支
援

す
る
拠
点
と
し
て
「
せ
ん
な
ん
男
女
共
同
参
画
ル
ー
ム
」
が
５
月
６
日
貂
、
泉
南

市
水
道
庁
舎
１
階
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

交
流
す
る
・
学
習
す
る
・
情
報
を
得
る
・
悩
み
を
考
え
る
・
相
談
す
る
場
と
し

て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
人
権
推
進
課
（
内
線
２
７
０
）

泉南消防署

市役所（本庁舎）

蛯 

泉南中学校

※時間は笊午前10時～正午笆笳午後2時～4時笘午前8時～午後4時 

笊７月９日貉 

笆７月17日貅 

笳７月24日貅 

笘７月28日豺 

家
族
の
出
身
地
や
職
業
な
ど
が
、
面
接
を
受

け
る
人
の
就
職
に
関
係
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
思
想
・
信
条
な
ど
は
憲
法
で
保
障
さ
れ

て
い
る
個
人
の
自
由
権
に
属
す
る
こ
と
で
す
。

就
職
の
面
接
で
こ
の
よ
う
な
質
問
を
す
る
こ
と

は
、
本
人
の
責
任
の
な
い
事
項
や
本
来
自
由
で

あ
る
べ
き
事
項
で
、
応
募
者
を
判
断
す
る
こ
と

に
な
り
、
就
職
差
別
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。
採
用
選

考
で
は
、
次
の
二

点
を
基
本
的
な
考

え
方
と
し
て
実
施

す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

笊
「
人
を
人
と
し

て
み
る
」
人
間
尊

重
の
精
神
、
す
な

わ
ち
応
募
者
の
基

本
的
人
権
を
尊
重

す
る
。

笆
応
募
者
の
も
つ
適
正
、
能
力
を
基
準
と
し
、

そ
の
人
の
資
質
や
長
所
を
見
い
だ
す
こ
と
を
通

じ
て
行
う
。

ま
た
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、
応
募

者
か
ら
提
出
さ
れ
た
履
歴
書
な
ど
の
取
り
扱
い

に
当
た
っ
て
は
、
個
人
の
権
利
利
益
を
侵
害
し

な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

大
阪
府
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
就
職
差
別
の
撤

廃
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
平
成
十
年
に

「
大
阪
府
部
落
差
別
事
象
に
係
る
調
査
等
の
規

制
等
に
関
す
る
条
例
」
に
違
反
す
る
事
件
が
発

覚
し
、
今
な
お
、
応
募
者
本
人
の
適
正
と
能
力

に
基
づ
か
な
い
採
用
選
考
が
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

軈
人
権
の
世
紀
軋
と
い
わ
れ
る
二
十
一
世
紀
を

迎
え
、
応
募
者
の
基
本
的
人
権
を
尊
重
し
、
就

職
の
機
会
均
等
を
保
障
す
る
と
い
う
「
月
間
」

事
業
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
就
職
差
別
を
無
く

す
た
め
、
本
年
も
六
月
を
「
就
職
差
別
撤
廃
月

間
」
と
定
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

集
中
的
に
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

【【
就就
職職
差差
別別
撤撤
廃廃
月月
間間
中中
のの
取取
組組
みみ
】】

就
職
差
別
撤
廃
街
頭
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
六
月
三
日
貂
▼
と
こ
ろ
＝
南
海
樽
井

駅
前
と
Ｊ
Ｒ
和
泉
砂
川
駅
前
▼
問
合
せ
＝
地
域

振
興
課
（
内
線
五
八
三
）

【【
就就
職職
差差
別別
一一
一一
〇〇
番番
事事
業業
】】

府
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
就
職
差
別
に
関
す
る

相
談
を
随
時
、
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

▼
開
設
期
間
＝
六
月
十
六
日
豺
〜
十
八
日
貉
▼

開
設
時
間
＝
午
前
十
時
〜
午
後
六
時
▼
相
談
電

話
番
号
＝
薀
０
６
・
６
９
４
４
・
９
０
１
１
／

e-m
ail
:
koyosuishin-g03@

sbox.pref.

osaka.jp

）
※
Ｅ
メ
ー
ル
で
の
相
談
受
付
は
六

月
中
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
▼
問
合
せ
＝
大
阪

府
商
工
労
働
部
雇
用
推
進
室
（
薀
０
６
・
６
９

４
１
・
０
３
５
１
）
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し
な
い
　
さ
せ
な
い
　
就
職
差
別

六
月
は
就
職
差
別
撤
廃
月
間
で
す

〜
働
く
の
は
私
！
私
自
身
を
見
て
く
だ
さ
い
〜

就
職
試
験
の
面
接
で
、
こ
ん
な
こ
と
を
聞
い
た
、
あ
る
い
は
聞
か
れ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

▼
あ
な
た
の
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
の
出
身
地
は
ど
こ
で
す
か
？
家
族
の
職
業
を

言
っ
て
く
だ
さ
い
▼
あ
な
た
の
住
ん
で
い
る
地
域
は
、
ど
ん
な
環
境
で
す
か
？
▼

お
父
さ
ん
（
お
母
さ
ん
）
が
い
な
い
よ
う
で
す
が
、
ど
う
さ
れ
た
の
で
す
か
？
▼

尊
敬
す
る
人
物
を
言
っ
て
く
だ
さ
い
▼
結
婚
、
出
産
後
も
働
き
続
け
ら
れ
ま
す
か

（
女
性
に
対
し
て
の
質
問
）

～安倍清明遺址から清水坂へ～

近年、陰陽師
おんみょうじ

「安倍清明
あべのせいめい

」の謎

めいた異能、呪力が再び注目を集

めています。闇の文化を担い、社

会の裏で日本史をひそかに動かし

てきた陰陽師たち。

律令体制の中で官僚として仕え

た陰陽師。律令体制の衰退ととも

に民間の禁忌
き ん き

や習俗を取り込みな

がら次第に呪術的性格を強め、そ

れに呼応して被差別身分の物吉
ものよし

や

声聞師
しょうもじ

と深く関わった民間陰陽師

の歴史と文化の変遷を通して、民

間伝承や習俗の中に潜む差別の構

造を明らかにしていきます。

▼と　き＝７月５日貍午前８時～

午後６時半（予定）

▼講　師＝松原右樹
まつばらまれき

さん（大阪府

立泉陽高校教諭）

▼コース＝泉南市役所～西陣織会

館 ～ 清 明
せいめい

神 社 ～ 一条戻橋
いちじょうもどりばし

～

小野小町草
おの の こ ま ち そ う

紙洗
し あ ら

いの井～松原橋～

清明神社址・物吉村址～六道
ろくどう

の辻

～珍皇寺
ちんこうじ

～清水坂～泉南市役所

▼参加費＝無料※昼食代1500円程

度は各自負担ください▼定　員＝

２５人（多数の場合は抽選）

▼申込み＝６月20日貊（必着）ま

でに往復ハガキ、電話、ファクス

で住所、校区、氏名、電話番号、

人権バスツアー参加希望、手話通

訳希望（必要な場合）を〒590－

0592（住所不要）泉南市役所人権

推進課へお知らせください

▼問合せ＝人権推進課（薀祟００

０１・内線２７０／蕭祗００７５）



※行事実施日に大雨洪水・暴風警報が発令された場合、中止することがありますのでご了承ください。 

今月の健康診査・予防接種・その他（２００３.６）
健診／予防接種名 日　時 対　象 内　容／その他 

成
人
保
健 

母
　
子
　
保
　
健 

予
防
接
種 

そ
の
他 

基本健康診査／大腸がん検診 

子宮がん検診 

健康相談 
栄養相談 

乳児後期健診 

両親教室 

　３種混合予防接種 
　（ジフテリア・破傷風・百日せき） 

風しんの予防接種 

一般健康診断／循環器科検診 
精神保健福祉相談 
障害・慢性疾患児の療育相談 
Ｂ型・Ｃ型肝炎抗体検査 

乳幼児結核検診 
ポリオの予防接種 
日本脳炎の予防接種 

献　血 

離乳食講習会 

４か月児健康診査／ツベルクリン反応検査 

１歳６か月児健康診査 
３歳６か月児健康診査 
２歳児歯科健康診査 
２歳６か月児歯科健康診査 

地域リハビリ教室 

毎月第２～４金曜日 
午後１時～２時半 

随時受付していま 
す。市内の各医療 
機関へ直接申し込 
んでください 
随時受付しています。 
市内の各産婦人科医 
療機関へ直接申し込 
んでください 

ご自分の健康に関して疑問や不安がありましたら、いつでもお気軽に 
ご相談ください。但し、医師への相談は電話での予約が必要です。 

▼西森医院・婦人科（金曜夜診のみ）信達牧野361－10／薀83－2357 
▼福本医院・婦人科　信達牧野378／薀83－2505 
▼宮城医院・婦人科　信達市場31－311／薀82－7018 
▼新泉南病院・婦人科（金曜・土曜午前中のみ）りんくう南浜3－7／薀80－5618 
※40歳以上の方は基本健康診査、大腸がん検診とセットで受診ください※費用は600円 

血圧測定、検尿、診察、血液検査（肝機能、血清脂質、腎機能、貧血、 
糖尿病検査）等。必要な方には心電図、眼底検査を実施。便潜血検査 
２日法。※できるだけセットで受診してください。携行品は健康手帳。 
※費用は基本健康診査は無料。大腸がん検診は200円。 

▼40歳以上の市民 
平成15年4月1日～ 
11月29日の間に、 
１回受診できます 
▼30歳以上の市民 
平成15年4月1日～ 
11月29日の間に、 
１回受診できます 

笊６月４日貉 
笆７月２日貉 

笊平成15年１月生 
笆平成15年２月生 

身体計測、内科診察、個別指導、ツベルクリン反応検査（希望者）。 
対象の方には個別通知（時間指定）します。 

６月25日貉 
午後０時40分～２時10分 平成13年11月生 

身体計測、内科診察、歯科診察（カリオスタット検査）、 
個別相談など。対象の人には個別通知（時間指定）します。 

６月11日貉 
午後０時半～１時05分 平成11年11月生 

６月19日貅 
午後１時～１時半 平成13年５月生 

６月26日貅 
午後１時半～２時 平成12年11月生 

歯みがき教室 ６月26日貅 
午後１時～１時20分 

平成13年４月生 
平成13年10月生 

６月18日貉 
午後１時半～２時半 

今月はありません 

６月９日豺、20日貊 
午後１時半～２時半 

６月４日貉ツベルクリン反応検査 
６月６日貊ツベルクリン判定及びBCG

時間は午後１時半～２時半。生後３か月～４歳未満の乳幼児。なるべく 
１歳までに済ませてください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 

第１期（３種混合）は、生後６か月～７歳６か月（できるだけ生後３歳まで）の間に計４回。 
▼初回接種＝生後６か月に達したら約４週間隔で３回。▼追加接種＝初回接種の３回終了後１年～１年半 
の間に１回。第２期（ジフテリア、破傷風）は、11歳以上13歳未満（小学６年生）の人に１回。 
携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。※保健センターへお越しの際はコミュニティバスをご利用ください。 
生後12か月～７歳６か月未満の幼児。できるだけ３歳までに済ませ 
てください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 

時間は午後１時半～２時半。生後３か月～７歳６か月未満の幼児。できる 
だけ18か月までに済ませてください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 
第１期は３歳から７歳６か月未満。▼初回接種は約１～４週間隔で２回。▼追加接種は初回接種の２回終了後、約１年後に１回。 
第２期は９歳から13歳未満。第３期は14歳～16歳未満。対象年齢内に１回接種してください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 

第２、４水曜日 
午前中（要予約） 

実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（薀71－6001）。血圧、検尿、 
血液検査等（診断、検査等は有料です。なお、診断書も発行します） 

尾崎府民健康プラザ 
へお問い合せ下さい 
第１金曜日の午後 
（事前予約要） 

実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（薀71－6001） 
高齢者こころの相談、アルコール健康相談にも応じています。 
医師及び専門職員による相談・指導を行います。 
実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（薀71－6001） 

尾崎府民健康プラザ 
へお問い合せ下さい 
６月12日貅・スカイシティオークワ泉南店　※時間は午前10時～正午、午後１時～４時半。 
成分献血、400裨献血にご協力ください。▼問合せ＝泉南市献血推進協議会（薀82－4615） 

事前予約が必要です。 
申込み・実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（薀71－6001） 

６月２日豺、９日豺、 
16日豺、23日豺午後１時～ 

妊婦とその家族 
定員は15組（要予約） 

身体計測、内科診察、歯科診察、個別相談など。 
対象の人には個別通知します。 

６月16日豺 
午後１時～３時 

６月17日貂 
６月24日貂 
午後１時半 
　～２時半 

離乳期の乳児の 
保護者（要予約） 

両親教室の妊婦との交流。講習と試食。 
携行品は母子手帳、筆記用具。 

ぴよぴよサロン（育児相談） 笊６月６日貊 笆７月４日貊 
乳幼児と保護者 時間は午後１時半～３時。育児相談、身体計測。 

お母さん同士の会話も楽しみましょう。 

歯科健診、フッ素塗布（希望者）、個別相談等。 
予約は不要。携行品は母子手帳、歯ブラシ、 
筆記用具、問診票。 
※今月受診できない人は、対象月を含め３か月 
以内に受診してください。 

４日間で１コース。携行品は母子手帳と１日目は歯ブラシ、コップ、手鏡。２日目は運 
動のできる服装。なるべく５か月以降の安定期にお越しください。途中参加もできます。 

病・医院の診察時間 満９か月～１歳未満 ４か月健診時に受診票をお渡ししますので、かかりつけの病・医院 
でお受けください。※但し、１歳を超えますと自己負担となります。 

毎月第２～４金曜日 
午後１時～２時半 

栄養士が個人のライフステージに応じた栄養に関する 
相談に応じます。但し、事前予約が必要です。 

▼40歳以上の市民 

▼40歳以上の市民 

▼上村老人集会場第1、3火曜日 
▼北野区民センター第4火曜日 
▼保健センター第2、4木曜日 
※午後２時から１時間半程度 

健康チェックと体操、レクリエーションを通して、 
体力の維持や閉じこもりの防止をめざします。 
参加をご希望される方は、直接会場へお越しくだ 
さい。 

40歳以上で簡単な集団 
体操に参加でき、自力 
または家族の送迎で来 
場することができる方 
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Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ

サ

ー

ズ

に
感
染
す
る
と
三

十
八
度
以
上
の
急
な
発
熱
が
あ

り
、
咳
、
呼
吸
困
難
感
等
の
呼

吸
器
症
状
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

伝
播
で
ん
ぱ

地
域
（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
が
発
生

し
て
い
る
地
域
）
か
ら
帰
国
し

て
十
日
以
内
に
自
覚
症
状
が
あ

る
方
は
、
速
や
か
に
医
療
機
関

へ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
受
診
の
際
は
事
前
に

医
療
機
関
に
連
絡
し
、
マ
ス
ク

等
を
着
用
し
て
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
泉
佐
野
府
民
健
康

プ
ラ
ザ
（
薀
磆
７
７
０
１
）

▼
実
施
期
間
＝
平
成
十
五
年
九

月
三
十
日
ま
で
に
受
け
て
く
だ

さ
い
▼
対
象
＝
昭
和
五
十
四
年

四
月
二
日
か
ら
昭
和
六
十
二
年

十
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

で
、
今
ま
で
に
風
し
ん
の
予
防

接
種
、
Ｍ
Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
・
お

た
ふ
く
か
ぜ
・
風
し
ん
混
合
）

を
受
け
て
い
な
い
方
※
但
し
、

風
し
ん
に
か
か
っ
た
方
は
除
く

▼
費
用
＝
無
料
（
実
施
期
間
を

過
ぎ
る
と
接
種
費
用
は
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
）
▼
実
施
場

所
・
申
込
み
＝
▽
石
神
内
科
▽

小
上
耳
鼻
科
▽
久
禮
ク
リ
ニ
ッ

ク
▽
白
井
病
院
▽
長
束
ク
リ
ニ

ッ
ク
▽
西
森
医
院
▽
野
上
病
院

▽
福
本
医
院
▽
堀
越
内
科
▽
松

本
医
院
▽
松
本
内
科
胃
腸
科
▽

宮
城
医
院
▼
携
行
品
＝
健
康
保

険
証
・
母
子
健
康
手
帳
▼
問
合

せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
、
閉

じ
こ
も
り
に
な
ら
な
い
、
い
つ

ま
で
も
住
み
な
れ
た
地
域
で
元

気
に
暮
ら
す
を
目
標
に
、
新

家
・
北
野
の
両
地
区
と
保
健
セ

ン
タ
ー
で
リ
ハ
ビ
リ
教
室
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
参
加

を
希
望
さ
れ
る
方
は
直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ
＝
笊
第
一
、

三
火
曜
日
は
上
村
老
人
集
会
場

（
オ
ニ
オ
ン
ク
ラ
ブ
）
笆
第
四
火

曜
日
は
北
野
区
民
セ
ン
タ
ー

（
ニ
コ
ニ
コ
ク
ラ
ブ
）
笳
第
二
、

四
木
曜
日
は
保
健
セ
ン
タ
ー
※

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
一
時
四

十
分
受
付
、
二
時
開
始
▼
内

容
＝
体
操
や
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て

み
ん
な
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
す
▼
対
象
＝
▽
四
十
歳
以

上
で
簡
単
な
集
団
体
操
に
参
加

で
き
る
方
▽
自
力
ま
た
は
家
族

の
送
迎
で
通
所
の
で
き
る
方
▼

問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

広
報
せ
ん
な
ん
二
月
号
（
四

五
二
号
）
で
、「
市
民
の
健
康
づ

く
り
を
応
援
す
る
健
康
標
語
」

の
優
秀
作
品
等
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
引

き
続
い
て
、
こ
の
度
、
保
健
セ

ン
タ
ー
賞
が
決
ま
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
家
族
の
健
康
　
貴
方
の
禁
煙

（
卒
煙
）
か
ら
」
（
永
井
一

な
が
い
は
じ
め

さ

ん
・
幡
代
在
住
）

永
井
さ
ん
は
、
禁
煙
教
室
に

参
加
し
、
禁
煙
に
成
功
さ
れ
た

ご
自
分
の
実
体
験
か
ら
の
健
康

づ
く
り
標
語
と
い
う
こ
と
で
、

今
回
特
別
に
保
健
セ
ン
タ
ー
賞

が
贈
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
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地
域
リ
ハ
ビ
リ
教
室

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

重
症
急
性
呼
吸
器
症

候
群
（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）

健
康
標
語
の
保
健
セ
ン

タ
ー
賞
を
発
表
し
ま
す

風
し
ん
の
予
防
接
種

を
実
施
し
ま
す

泉南市では、２１世紀の健康づくり計画として

「健康せんなん２１」の策定を行ってきました。

「すべての市民が健康で長生きし、生きがいの

ある豊かな人生をおくることのできる社会」の実

現を目標とし、「市民と健康を語る会」や「健康せ

んなん２１策定作業部会」に参加した市民と共に

泉南市の健康問題について考え、２０１０年を目

標年度とした「健康せんなん２１」ができました。

次の２つを重点的に「健康せんなん２１」では

取り組んでいきます。

笊『生活習慣病を予防しよう！』

笆『こころのふれあい、交流ある、ともに支え合

うまちづくりをめざしましょう！』です。

この計画を推進するためには、市民一人ひとり

が主役となり、泉南市の健康問題について認識し、

健康づくり運動を実践していくことが大切です。

具体的な行動計画については、広報せんなん８

月号に折込み予定の「健康せんなん２１」（概要版）

をご覧ください。

また、市民の健康づくりを支援するために、地

域や、行政・関係機関が連携し、健康づくり運動

を進めていきます。

その中で、保健センターは、一人ひとりの健康

づくりをサポートするために、科学的な根拠に基

づく正しい情報をタイムリーに発信し、一人ひと

りの状況にあった解決方法を共に考えます。

保健センターでは、今後もより一層市民の皆さ

んにとって身近な施設となるよう取り組んでいき

ます。

▼問合せ＝保健センター（薀祗７６１５）

「「健康せんなん２１健康せんなん２１」」が策定されましたが策定されました
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市立雄信幼稚園横にあるレンゲ畑からかわいい歓声が聞こえてきます。異年齢交流事業（幼小連携）一環
として、雄信幼稚園の園児たち（３０人）と雄信小学校１、２年生（５８人）がレンゲ畑にやってきました。
レンゲ畑で飛んだり、跳ねたりしている子。レンゲの花輪や花束をつくっている子、大の字になって寝こ

ろんでいる子、ミツバチさんやてんとう虫さんを観察している子、レンゲ畑の楽しみ方も十人十色。
園児たちも小学校のお兄ちゃん・お姉ちゃんにいろんなことを教わりながら、楽しい交流のひとときを過

ごすことができました。 （４月１８日）

レンゲのネックレスをどうぞ
レンゲ畑は自然のおもちゃ箱

泉南市消防本部は、大規模災害を想定し、緊急用
ヘリコプターを受け入れるための臨時ヘリポート照
明機器設営訓練を実施しました。
訓練は５月６日～９日の４日間にわたり、りんく

う南浜にある大阪府南部広域防災拠点において行わ
れ、のべ約１００人の消防職員が参加しました。
激しい雨の中（写真）にもかかわらず、訓練開始

から平均約２０分で臨時ヘリポートが完成するなど、
不測の事態に備え、万全の体制づくりが今日も進め
られています。 （５月８日）

連携プレーで迅速に！
ヘリポート設営訓練を実施

ケーブルテレビのチャンネル９では、
泉州地域４市３町の地域情報「わくわく
りんくう」を映像と文字番組で放送して
います。
▼放送時間変更のお知らせ＝６月17日貂
～６月30日豺放送の※特別番組「泉州南
広域行政研究会シンポジウム」は泉南
市・泉佐野市・阪南市・田尻町・岬町に
よる合同放送となり、放送時間を盧９時40分～11時20分盪14時
40分～16時20分蘯22時40分～０時20分に変更します。その他の
番組は下記の通り、通常の放送時間となります。
▼１回目＝９：00～11：20（泉南市は11：00～）
▼２回目＝14：00～16：20（泉南市は16：00～）
▼３回目＝22：00～０：20（泉南市は０：00～）
▼ケーブルテレビへの加入に関する問合せ＝ジェイコム関西・
りんくう局（薔０１２０－０８９－３４４）
▼問合せ＝情報管理課（内線２２７）

※番組の内容は予定ですので、予告なく変更する場合 
　があります。ご了承ください。 

６月３日貂 
　　～ 
６月16日豺 

泉南の漁業（底引き網、アナゴ、シ 
ラス漁）の様子と岡田浦の砂浜で行 
われた浜保育所の園児たちによる地 
引き網漁の様子を紹介します 
５月31日に文化ホールに 
おいて開催された泉州南 
広域行政研究会シンポジ 
ウムの様子を紹介します。 

６月17日貂 
　　～ 
６月30日豺 

４月29日（みどりの日） 
に文化ホール周辺で開催 
された第５回ABCまつり 
の様子を紹介します。 

５月20日貂 
　　～ 
６月２日豺 

ごご
存存
知知
でで
すす
かか
？？
危危
険険
物物
安安
全全
週週
間間
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みどりの日の恒例イベント・ＡＢＣまつりが今年
も盛大に開催され、会場となった文化ホール周辺は
天候にも恵まれ、様々な舞台発表や市内で活動する
民間団体（約３０団体）が趣向を凝らしたブースや
展示を展開するなど、大勢の人出でにぎわいをみせ
ました。
オープニング式典では、姉妹都市・和歌山県龍神

りゅうじん

村から紀州龍神太鼓保存会の皆さんが遠路はるばる
かけつけてくれ、勇壮な龍神太鼓の演奏を披露し、
華を添えてくれました。また、岡田浦漁協青年部の
ブースでは、泉南の浜で揚がったアナゴの天ぷらや
ゆでシャコ、カニ汁、シラス汁が大好評で格安とい
うこともあり、とぶような売れ行きでした。

（４月２９日）

緑＆夢いっぱい
楽しさいっぱいＡＢＣまつり

砂川区に市立砂川老人集会場が完成。その落成を
記念して向井市長や地元関係者らが出席し、記念式
典が開催されました。
同集会場（鉄骨造２階建て、延べ床面積が約331

裃、工事費8,175万円）は、市の公共施設では初とな
る太陽光発電システム（最大３キロワット）や小型
の風力発電システムが採用されるなど、泉南市が策
定した新エネルギービジョンに沿った環境にやさし
い施設となっています。また、災害時には炊き出し
用のカマに使用可能なベンチなども設置され、災害
に対応した側面ものぞかせています。
地域で暮らす高齢者が気軽に集い、生きがいと仲

間づくり、楽しいひとときを過ごす交流の場所とし
て活用されることが大いに期待されています。

（４月２０日）

環境にやさしい、これからの公共施設
砂川区民待望の老人集会場が完成

チ
ェ
ッ
ク

毎
年
六
月
の
第
二
週
を
「
危
険
物
安
全

週
間
」
と
し
、
危
険
物
の
保
安
に
対
す
る

意
識
の
高
揚
及
び
啓
発
を
全
国
的
に
推
進

し
て
い
ま
す
。

泉
南
市
消
防
本
部
で
は
、
毎
年
六
月
中

を
危
険
物
安
全
月
間
と
定
め
、
市
内
に
お

い
て
危
険
物
を
取
り
扱
う
事
業
所
（
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
等
、
約
一
七
〇
件
）
に
対

し
て
重
点
的
に
立
ち
入
り
検
査
を
実
施

し
、
事
故
防
止
に
努
め
、
効
果
を
上
げ
て

い
ま
す
。

▼
家
庭
で
見
か
け
る
危
険
物
＝
一
般
家
庭

で
見
か
け
る
危
険
物
と
し
て
は
、
ペ
ン
キ
、

天
ぷ
ら
油
、
マ
ニ
キ
ュ
ア
、
殺
虫
剤
、
灯

油
、
消
毒
用
農
薬
、
溶
剤
等
が
あ
り
ま
す
。

一
般
に
小
さ
な
容
器
ま
た
は
ス
プ
レ
ー
形

式
の
も
の
が
多
く
、
使
用
す
る
と
き
は
周

囲
の
火
気
取
り
扱
い
等
に
注
意
す
れ
ば
よ

い
の
で
す
が
、
使
い
残
し
や
不
要
に
な
っ

た
容
器
、
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
の
処
分
が
直

接
的
な
危
険
性
は
も
と
よ
り
、
環
境
へ
与

え
る
影
響
に
つ
い
て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。「

危
険
物
ま
た
は
危
険
物
の
く
ず
、
か

す
等
を
廃
棄
す
る
場
合
は
、
そ
れ
ら
の
性

質
に
応
じ
、
安
全
な
場
所
に
お
い
て
、
他

に
危
害
ま
た
は
損
害
を
お
よ
ぼ
す
お
そ
れ

の
な
い
方
法
に
よ
り
行
い
、
下
水
道
、
河

川
、
空
き
地
等
に
投
棄
し
な
い
こ
と
」
と

危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
法
令
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
具
体
的
に
は
、
ど
の
よ

う
に
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

笊
空
の
ス
プ
レ
ー
缶
等
は
、
必
ず
穴
を
あ

け
て
燃
え
な
い
ご
み
と
し
て
処
分
す
る
。

笆
販
売
店
ま
た
は
関
係
業
界
の
団
体
等
に

引
き
取
っ
て
も
ら
う
。

笳
専
門
業
者
に
依
頼
し
て
処
分
し
て
も
ら

う
。

笘
天
ぷ
ら
油
を
一
般
ご
み
と
し
て
処
理
す

る
た
め
に
は
、
紙
や
布
に
し
み
込
ま
せ
る

他
に
、
市
販
の
油
処
理
剤
を
使
用
す
る
。

油
を
処
理
す
る
つ
も
り
が
大
事
な
家
ま

で
処
理
し
て
し
ま
っ
た
‥
と
い
う
こ
と
に

な
ら
な
い
よ
う
に
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
▼
問
合
せ
＝
消
防
本
部
（
薀
祕

０
１
１
９
／http://www.cuty.sennan.

osaka.jp/̃sensyou/

）
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